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序 章 

この度は、ライオンズクラブ国際協会の一員として、私たちの仲間となられたことを心より歓

迎申し上げます。 

長年にわたり、ライオンズクラブ国際協会は、世界中の人々のニーズに応え、地域社会に

希望の光を灯してきました。この度、皆様がライオンズファミリーの一員となられたことは、私た

ちにとって大きな喜びです。 

1917 年アメリカでライオンズクラブ国際協会が設立され、日本においては 1952 年 3 月マ

ニラクラブ (フィリピン)のスポンサーにより東京クラブが結成され、現在 70 年余の歳月が経過

しております。 

ライオンズクラブは、“地域社会に奉仕する団体”であり、さらに会員相互の交流を重ね、 

友情を深め育む場で、人道的な社会奉仕を通して世界平和の反映と幸福を願うものであ

ります。 

本しおりは、ライオンズクラブの基本的な情報から、会員としての心得、具体的な活動内

容まで、幅広くご紹介しています。「複合地区および準地区運営要項」と併せて、ライオンズ

クラブの “メンバーズ・マニュアル”であります。皆様がライオンズクラブの理念や活動内容を理

解し、充実した会員生活を送るための一助となることを願って作成されました。 

この一冊を通して、ライオンズの精神である「We Serve（我々は奉仕する）」の意義を深

く理解し、それぞれの個性と能力を生かして、地域社会に貢献していく喜びを共に分かち合

いましょう。ライオンズクラブの活動は、会員一人ひとりの熱意と行動によって支えられていま

す。皆様の参加が、より多くの人々に笑顔と希望を届ける力となります。 

この情報が、皆様のライオンズライフをより深く、より意義のあるものにするための一助とな

れば幸いです。共に奉仕の道を歩み、明るい未来を築いていきましょう。 
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ライオンズクラブとは

１．会員のみなさんへ 

世界のすばらしい仲間、ライオンズクラブへあなたをお迎えして、その喜びに新たな熱い感動を覚え

心から祝福を申し上げます。 

私共ライオンズクラブは、円満な家庭と健全な職業の基盤に立って、人類が等しく求めて止まぬ

幸福と繁栄、そして限りない世界平和への目標を真の友情、親善、相互理解、公徳心の向上、奉

仕の実に求め、更にその輪を拡げるべく努めています。ライオンズクラブは、2025 年 3 月現在、世界

200 以上の国または領域、1,368,371 名を数え、正に友愛に結ばれた終生の同志が、国こそ異な

り、言葉は通じなくとも、その一人一人が祖恩に謝し、子孫を思い、国を案じ、人類愛の尊厳に触

れてますますライオニズムの高揚に邁進せんと信念に燃えるところであります。 

今日特に皆さんに望まれることは、あらゆる会合、活動、会員の出会いに寸暇をさいて、出席に

務められ、クラブになじみ、親しまれて、古きよき伝統やライオンズクラブの取り決め、組織をはじめ、

内容をライオンズ必携等に尋ねていただき、十年二十年会員はもとより、ニューパワーの皆様の活躍

への期待も大であります。 

あなたがライオンズクラブに何を見出し、何を得られるか真剣な期待と緊張もまた事実でありましょ

う。そこで永遠に失望の無いより良きリーダーシップを発揮し、新たに一つの生き甲斐としてライオニズ

ムの真髄、友愛と奉仕の実践、高揚のため活躍されるよう期待しております。

１）ライオンズクラブはどういう団体なのか

ライオンズクラブは、経済的・社会的成功の象徴や地位を顯示する組織ではありません。まして、

特権階級の集合団体でもありません。 

世界平和と相互理解推進のために、他人に対する思いやりと他人に尽すことをモットーに積極的

な考えや計画を具体的に実行する奉仕団体なのであります。 

このことを、私共ライオンが知るのみでなく、地域の人々に理解と認識を訴えることも私共の活動の

柱の一つであります。 

２）ライオンの責任

ライオンとしての責任は、奉仕活動への積極的な参加から始まります。

クラブへの登録とバッジをもらえば身分が永久保証され、クラブ会費さえ納めていればライオンとしての

責任が果たされていると考えたら、大きな間違いであります。 

多忙になればなるほど、都合があればあるほど、貴重な時間を割いてクラブ活動の全てを決める

例会や奉仕活動に出席することが、重要なのです。「あなたは、他人のために、どのように時間を使

いますか？他人のために…という言葉を全世界のライオンは銘記すべきである」と訴えたのは、元国際

会長カーティス・ロビルであり、メルビン・ジョーンズは「奉仕とは、他人につくすことから始まるのでなけれ

ばならない」 と説いております。 
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ライオンズクラブとは 

３）奉仕の哲理 

奉仕は、寄付行為によって満たされるものではありません。社交的物質的・直接金銭的で、その

対象が行政傾斜のイージーなアクティビティでは本来の目的を逸しています。 

アクティビティ資金創造のために、事業を計画・実践し、その事業収益をもって充てる温かみのある

献身的な労力アクティビティであったり、市民理解とその参加が得られるアクティビティでありたいと思

います。 

４）まとめ 

社会に対して、個人に対して・・・を絶えず求めていないクラブは、責任のない、性格のない、感情

を持たない社交クラブになってしまいます。 

あなた方新しいライオンが… 次のライオンのためにすぐれたリーダーシップを発揮するために身に付け

られた貴重な体験が社会のあらゆる面で役に立つことは、多くの先輩が証するところであります。 

その一例として、元国際協会事務局長のロイ・キートンが、「ライオンズクラブは、世のため、人のた

めに幾多の業績をなしてきた。しかし、ライオンズクラブが、私のためにしてくれたことは、それにも増して

大きい。私は、今まで、明らかでなかった私の良い面が、ライオンズクラブによって引き出されたという事

実に、大きなよろこびと感謝の念を抱いている」と述べております。 

この世の中で、最も崇高な人道的・献身的奉仕の理念を果たすために、あなたの勇気と決断とリ

ーダーシップがいるのであります。 

大いなる活躍を期待してやみません。 

 

 

メルビン・ジョーンズ寸言録から 

『ライオンズ会員について』 

ライオンズクラブが人を変える。人間嫌いで利己的だった人がライオンズクラブに入って、社会のために

尽くす立派な人になったという話はそう珍しいことではない。 

 

『奉仕について』 

他人に尽くすことから始めるのでなければ、人生の大は成し遂げられない。 

 

『交際について』 

他人を善意の目でみる態度が必要である。 友情は目的であって手段ではない。 ひもつきのものはだ

れも受け取らない。 

 

われわれは、人道主義的社会奉仕を目標とし、 世界の平和と繁栄と幸福を願う。 
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ライオンズクラブとは 

２．私たちはなぜ奉仕するのでしょう？ 

１）世界のニーズに応え、世界を変える 

世界には、まだ援助を必要としている人たちがいます 

▶ 住居喪失 

国連難民高等弁務官事務所（UNHCR）の報告によると、2023 年末時点で紛争や迫害などによって

故郷を追われた人の数は約 1 億 1,730 万人に上り、2024 年 5 月時点では 1 億 2,000 万人に達した

とされています。 

▶ 災害 

世界気象機関（WMO）の 2021 年報告書（1970 年〜2019 年の 50 年間を対象）によると、気象

災害の発生件数は 5 倍に増加し、経済損失は 3 兆 6400 億ドル（約 400 兆円）に達しました。EM-

DAT（災害疫学研究センター）の報告によると、2023 年には 9,310 万人が自然災害によって被災しま

した。 

▶ 食料不安 

2023 年には、世界で最大約 7 億 5,700 万人が飢餓に直面しました。紛争、気候変動、経済的ショッ

クなどの複合的な危機が、世界中で食料不安と栄養不良を深刻化させています。 

▶ 糖尿病 

糖尿病を患っている成人（20〜79 歳）は約 4 億 6,300 万人ですが、2045 年には 7 億人になると言

われています。2 型糖尿病患者の割合は、ほとんどの国で増加しています。糖尿病の成人の 79％は、

低・中所得国に住んでいました。 

▶ がん 

2022 年、世界全体で推定約 2,000 万人が新たにがんと診断されました。 (WHO および ACS の報告) 

死亡者数は約 970 万人でした。米国がん協会（ACS）は、2050 年までにがんの新規症例数が 3,500

万人に達すると予測しています。 

▶ 視力保護 

およそ 13 億人の人々が何らかの視力障害を抱えて生活しており、その多くは単に眼鏡を持っていないこと

が原因です。 

▶ 環境保全 

150 億本以上の木が毎年伐採されています。 

２）奉仕の実践はライオンズの道のり、ともに歩みませんか？ 

私たちの身近にも多くの支援を必要な方々がいます。私たちの奉仕への小さな歩みは、グローバルな活動

へとつながり、130 万人の会員が２億人の暮らしに貢献します。一つの歩みが、一つのビジョンが、一つの

奉仕活動が、励ましの一言が、新鮮な一呼吸が、多くの人々にインパクトをもたらし、洞察力を持ち、新

しい考えを力に力強く踏み出し、この世界を変えていきます。 

奉仕の道のりは、こうした重要な問いに対する答えであると、私たちは考えています。 

それは、私たちの使命を行動に移すことに他なりません。 
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ライオンズクラブとは 

３．奉仕の道のり 

１）奉仕の意味 

 「奉仕」という 言葉と、それがあなたにとって何を意味するかを考えてみましょう。 

［書き出してみましょう］ 

 Memo 

 

 

 

 

学研国語大辞典では、奉仕を次のように定義しています。 

「社会や他人のために、個人的な利害を無視して尽くすこと」 

 

「幸福は・・・人に与えること、 奉仕することに存する。」 

〜ヘンリードラモンド、 作家/講師 

 

奉仕とは、他の誰かのために手を貸したり、何かをしたりする行為です。 

それは、自らの時間、才能、および/ または資力を分かち与えることで達成されます。 

２）奉仕の道のりとは？ 

奉仕はまた、ライオンやレオであることの核心でもあります。  

それは人々が見て取り、感じ取ることのできる変化を生みます。端的に言うと、奉仕とは時間と計

画を必要とする道のりです。 

奉仕の道のりを踏み出す時、私たちは奉仕の相手にインパクトを及ぼす可能性を切り開いている

のです。 

３）奉仕の道のりの４つの段階 

奉仕の道のりでは以下の４つのシンプルな段階をたどっていきます 
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ライオンズクラブとは 

それではこれから、奉仕の道のりの 4 つの段階を見ていきましょう! 

奉仕の道のりの段階 

ライオンズは、各地域社会とそれを取り巻く世界のニーズについて学びます。ライオンズは多種多様

な方法で奉仕していますが、ライオンズクラブ国際協会では小児がん、糖尿病、災害援助、環境保

全、人道支援、食料支援、視力保護、青少年支援など、いくつかの重要な分野に結束して取り組

むよう呼びかけています。これらの分野は人類にとって深刻な課題となっており、私たちは対応を目指

すべきです。 

①「学ぶ」 段階の焦点は、あなたとそのクラブがこれらの分野について学び、効果的に奉仕できるよう

することです。 

②「発見する」発見のプロセスは、私たちを同じ焦点に向かわせ、行動に備えさせます。それはまた、

奉仕に情熱を感じながらも、どこから始めればよいか分からないでいるライオンズとレオを支援します。 

「発見する」段階では、奉仕ツールキットを開くことになります。そこにはクラブの強み、リソース、才能を

評価し、それらを活用してインパクトを高めるために役立つリソース が詰まっています。 

③［行動する］私たちの使命は奉仕であり、奉仕は目に見えるものです。その効果は測定できます。

正しく認識し、機会をとらえることにより、私たちは一丸となって各社会、地域、そして世界を支援し

ています。行動によって自らの使命を果たしているのです。 

あなたとそのクラブは 「行動する」 段階を通して、奉仕することへの意欲を高め、計画を立てて行動に

移すためのリソースを手にします。 

④［祝う］奉仕のストーリーを分かち合い、インパクトを報告することは、組織を一つにし、地域社会

を元気づけ、世界中の人々の注目を集めることへとつながります。成果を祝えば、奉仕の体験とイン

パクトが高まります。 

あなたとそのクラブは「祝う」段階を通して、達成したすばらしい奉仕を喜び、共有し、報告できるよう

に なります。 

４）要約 

これまで、奉仕の重要性と、ライオンズが他者を支援しながら及ぼし続けているインパクトについて

取り上げてきました。それではこれから、ライオンズとレオが各クラブと地域社会で他者に奉仕する可

能な方法について考えていきましょう! 

① アドボカシー ：地域の人々の認識を高め、啓発し、変革を生みます。 

問題の特定、解決策の策定、関係構築に手を貸すよう、地域の人々に働きかけます。 

② 直接の奉仕：受益者に自らの手で直接奉仕します。 

地域菜園を作ることはその一例で、健康的な食品の選択肢を提供しながら、他者に栽培の手順

を教えることができます。 

③ 資金獲得活動：資金、用品、その他の役立つものを集めます。 
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ライオンズクラブとは 

用品を集めることや企業に寄付を求めることは、資金を獲得しながら地域社会との関係も築いて

いく絶好の方法です。 

④ 寄付：資金、用品、その他の役立つものを寄付します。 

寄付の方法はたくさんあります。まず、ライオンズクラブ国際財団や、クラブが支援しているその他の

慈善団体に寄付できます。また、被災地に送る物資など、役立つものを寄付することもできます。 

ライオンズクラブ国際財団を支援することは、ライオンズが各地域社会、そして世界に奉仕する重

要な方法の一つです。 

⑤ 奉仕の準備：会議、管理業務、研修、親睦によって奉仕の準備を整えます。 

研修を役立てれば、他者にあなたの知識を引き継ぎながら、新しいスキルを身につけさせることがで

きます。 
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会員になったら 

４．会員になったら 

１）STEP1. 連絡先 

まず、ちょっとした事務的な仕事があります。クラブ幹事に、協会に登録されているあなたの連絡先が

正しいか確認してください。これにより、あなたはご自分のクラブと、ライオンズクラブ国際協会はあなた

と、連絡を取り合うことができるようになります。 

２）STEP2. ライオンアカウントを取得しましょう 

★ライオンアカウントは、あなたが国際協会と繋がり、ライオンズクラブのすべての情報を手に入れ

るために絶対必要です。必ず取得してください 

・ライオンアカウントの登録 

①事前準備 

クラブ内で Lion Portal にアクセスできる役員または事務局員に依頼して、 Lion Portal の自分の 会

員情報にメールアドレスが登録されているか確認します。メールアドレスが未登録の場合や、既に使用

していないメールアドレスが登録 されている場合は、メールアドレスの登録修正を依頼します。  

※メールアドレスの登録・修正ができるのは、クラブ会長、クラブ幹事、クラブ業務担当者です。  

※クラブ内に Lion Portal へアクセスできる役員がいない場合は、地区キャビネット事務局もしくはオ

セアル調整事務局 メンバーサービスセンター（ mscjapan@lionsclubs.org / 050-1791-5827 ）ま

でお問い合わせください。  

② Lion Portal のアカウント登録ページへアクセス  

URL 下記 から Lion Portal のアカウント新規登録ページへアクセスします：  

https://lionsinternational.my.site.com/secur/CommunitiesSelfRegUi?startURL=/s/ 

③情報を入力  

下記画面に情報を入力し、「サインアップ」をクリックします。  

※入力するすべての情報が Lion Portal の会員情報のデータと合致しなければなりません。  

注意！！名と姓は必ずローマ字（半角）で入力します。日本語不可  

 
④確認コードの確認＆入力  

確認コードを入力する画面が開きます。それと同時に、先ほど入力したメールアドレス宛に確認コード

（６桁の数字）が 届きますので、受信したメールを開き、メール文に記載のコードを画面に入力し、

「検証」をクリックします。  

mailto:%20mscjapan@lionsclubs.org
https://lionsinternational.my.site.com/secur/CommunitiesSelfRegUi?startURL=/s/
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会員になったら 

 
⑤パスワードの作成  

パスワードの作成画面が開くので、条件に従って入力し、「 Change Password 」をクリックすると、 

Lion Portal へログインが 完了します。  

 
【重要】  

★ Lion Portal へログインできたら、まずは Lion Portal の言語設定を必ず行ってください。設定の手

順は、 日本語情報サイトの Lion Portal ページに掲載の「 Lion Portal 初期設定（言語設定） 」

の資料をご参照ください。  

URL ★次回以降ログインする際のログイン画面の はこちら： http://www.lionportal.org  

 

【新規登録でエラーが発生する主な原因 】 

1. 名と姓をローマ字ではなく日本語で入力している。  

2. 名と姓を逆に入力している。  

3. 名と姓のスペルが会員情報のスペルと異なっている（大文字・小文字はどちらでも ）。  

4. 入力しているメールアドレスが会員情報に登録されているメールアドレスと一致していない、もしくは

会員情報にメールアドレスの登録がない。 → Lion Portal にアクセスできる役員にメールアドレスの登

録状況を確認してください。もしくは下記オセアル調整事務局メンバーサービスセンターへお問い合わ

せください。  

5. 既にアカウントを持っている。 アカウントを一度取っている人は新規登録はできません。 Username 

を確認 のうえ、パスワードをリセット します。 Username のメールアドレスがご不明な場合は、下記オ

セアル調整事務 局メンバーサービスセンターまでお問い合わせください  

【お問い合わせ】 オセアル調整事務局メンバーサービスセンター：  

050-1791-5827 / mscjapan@lionsclubs.org  

http://www.lionportal.org/
mailto:mscjapan@lionsclubs.org?subject=問い合わせ
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会員になったら 

 

３）STEP3. クラブとつながろう 【あなたのクラブ情報を（p62）に記入しましょう】 

クラブリーダーといっしょにクラブの歴史と伝統を発見し、今後の奉仕アクティビティに参加しましょう。 

① 歴史 

クラブの歴史を知ることは新会員にとって、クラブに対する真の所属意識を持つために重要です。 

オリエンテーションの講師が、クラブの歴史を詳しく説明してくれるでしょう。 

あなたがクラブのチャーターメンバーであるなら、仲間たちとともに、ご自身でクラブの歴史を築いてい

くことになります。 

② 伝統 

ライオンズ・ソングの斉唱、黄色いベストの着用など、クラブにはさまざまな伝統があります。オリエン

テーションの講師が、クラブの伝統について説明してくれるでしょう。 

③ 奉仕活動と資金獲得活動 

クラブと地区には、毎年行っている主要奉仕事業があります。オリエンテーションの講師が、クラブの

事業と新会員が貢献する方法について説明してくれるでしょう。 

④ 会員 

ライオンズクラブの会員になると、友情で固く結ばれた仲間たちとともに、他者への奉仕という共通

の目標に邁進していく機会が得られます。また、他者に対する同じ気遣いを通じて、地域社会と国

際社会を改善しながら、重要な個人的・専門的スキルを高めていくことができます。新会員に期待さ

れるのは、できる限りの時間と労力を惜しみなく注ぎ、クラブ例会に出席し、委員会の業務を引き受

け、ライオンズの目標と目的への理解を深め、クラブ役員を支援することです。 

⑤ 例会に出よう 

ライオンズクラブ国際協会は、クラブが例会を開くことを推奨しています。 

正会員は全員、例会に欠かさず出席すべきです。 

⑥ 会費 

会員は、クラブ会費、地区会費、複合地区会費、そして国際会費を支払います。各クラブでは入

会費と年会費を設定しており、これらはクラブの運営に充てられます。50 ドルの国際会費（2025 年

7 月から 50 ドルになる）は会員のために用いられ、ライオン誌の購読、オンライン/対面での指導力

育成研修、法律顧問、保険加入、会員への Lion Portal の提供といった経費に充てられます。 

⑦ 予算 

クラブの予算は、事業予算と運営予算の 2 種類に分けられます。事業資金とは、クラブが事業を

通じて一般から集めた資金であり、その用途は地域社会や公共のニーズを満たすための事業に限定

されています。運営予算はクラブの運営に充てられるもので、主にクラブ会費を資金源としています。 

⑧ コミュニケーション 

クラブはさまざまな方法で会員に情報を伝達しています。 
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会員になったら 

・ クラブ会報 

・ クラブのウェブサイト 

・ フェイスブックページなど、クラブの SNS ページ 

・ 国際協会 HP  https://www.lionsclubs.org/ja     ライオン誌ウェブマガジン QR コード 

・ ライオン誌日本語版ウェブマガジン https://www.thelion-mag.jp/emags/ 

・ 日本語情報サイト https://sites.google.com/site/pacificasianja/?pli=1 

・ 334 複合地区 HP http://www.lionsclubs-md334.jp/ 

 

⑨ 新しい仲間を勧誘しよう 

会員増強は、人道奉仕と地域奉仕におけるグローバルリーダーになるという私たちのビジョンを実現

する上で不可欠です。新会員は新たなアイデアと活力をクラブにもたらすと同時に、次世代のライオンズ

リーダーを生み出します。 

知り合い、家族など多くの新しい仲間に声をかけてください 

 

 

 

会員一人が一人に声をかけましょう

https://www.lionsclubs.org/ja
https://www.thelion-mag.jp/emags/
https://sites.google.com/site/pacificasianja/?pli=1
http://www.lionsclubs-md334.jp/


 

 

11 

 

ライオンズクラブ国際協会 

５．ライオンズクラブ国際協会について 

１）沿革 
The International Association of Lions Clubs 

 ( 略称 Lions Clubs International) 

300 W. 22nd Street、 Oak Brook、 Illinois 60523-8842、 U. S. A. 

オークブルックの国際協会事務局は、シカゴのダウン

タウンから西へおよそ 30 キロ、空港からは南に 20 数

キロの場所に位置している。 

事務局は、土曜日、日曜日、祝日を除き、毎日

08:30 から 16:30 (時差出勤で一部 08:00-16:00) 

まで開館している。日本の会員が訪問すると、職員

が日本語で館内を案内してくれる。 

事務局の電話番号: (630) 571-5466 

FAX 番号: (630) 571-8890 

LCIF の FAX 番号: (630) 571-5735 

協会ウェブサイト http://www.lionsclubs.org 

 

スローガン 

Liberty、 Intelligence、 Our Nation's Safety 

自由を守り、知性を重んじ、われわれの国の安全をはかる 

モットー 

We Serve 

われわれは奉仕する 

ライオンズの誓い 

われわれは知性を高め、友愛と相互理解の精神を養い、平和と自由を守り、社会奉仕に精進する 

協会のビジョン声明文 

To be the global leader in community and humanitarian service. 

地域社会と人道奉仕におけるグローバルリーダーを目指す(2007-2008 年度国際理事会採択) 

協会の使命声明文 

To empower volunteers to serve their communities、 meet humanitarian needs、 

encourage peace and promote international understanding through Lions clubs. 

ライオンズクラブを通じて、ボランティアに社会奉仕の手段を与え、人道的ニーズを満たし、平和と国

際理解を育む (2007-2008 年度国際理事会改正) 

LCIF の使命声明文 

http://www.lionsclubs.org/
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ライオンズクラブ国際協会 

To support the efforts of Lions clubs and partners in serving communities locally and 

globally、 giving hope and impacting lives through humanitarian 

service projects and grants. 

地元や世界で地域社会の奉仕活動に携わるライオンズクラブとパートナーの取り組みをサポートし、 

人道的な奉仕事業と交付金を通じて地域社会に希望を与え、人々の暮らしを改善する 

２）ライオンズクラブ国際協会の目的 (国際会則第 2 条) 

① ライオンズクラブという奉仕クラブを結成し、認証状を交付し、監督する。 

② 各ライオンズクラブの活躍を調整し、運営を標準化する。 

③ 世界の人々の間に相互理解の精神をつちかい発展させる。 

④ よい施政とよい公民の原則を高揚する。 

⑤ 地域社会の生活、文化、福祉、公徳心の向上に積極的関心を示す。 

⑥ 友情、親善、相互理解のきずなによってクラブ間の融和をはかる。 

⑦ 一般に関心のあるすべての問題を自由に討論できる場を設ける。ただし、政党、宗派の問題

をクラブ会員は討論してはならない。 

⑧ 奉仕の心を持つ人びとが個人の経済的報酬なしに、社会に奉仕するようはげまし、また、商

業、工業、専門職業、公共事業および個人事業の能率化をはかり、道徳的水準をさらに

高める。 

３）ライオニズム 

ライオニズムとは最も崇高な人道的奉仕の理想に専念するライオンズという共同体の連帯の意識

を指す。ライオニズムとは国籍、主義の異なった、また国境や海や迷信などで引き離された人々をつ

なぎ合わせて、より よい世界へ導こうとする信念である。 

４）グローバル重点分野 

グローバル重点分野は、国際協会の焦点です。国際財団と、力を合わせて、小児がん、糖尿病、

災害援助、環境保全、人道支援、食料支援、視力保護、青少年支援のグローバル重点分野を

支援します。 

① 小児がん  

私たちは小児がんを患う子どもとその家族のニーズを満たすための支援を提供しま

す。全世界の小児がんの現状は次の通りです。 

診断された子どもの数 400,000 人 

中低所得国（LMIC）に暮らす患者の割合 10 人に 9 人 

LMIC でがんを克服する患者の割合<30%（高所得国では 80%以上） 

患者さんとその家族への支援、小児がんに取り組んでいる組織や施設のサポート、小児がんへの認

識向上、教育、アドボカシーに取り組んでいます。 
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ライオンズクラブ国際協会 

② 糖尿病  

糖尿病は世界中で蔓延しています 

世界中で推定 5 億 3,700 万人の成人が糖尿病を患っており、その罹患率は急速

に増加しています。2045 年までに、その数は 7 億 8,300 万人に達すると予想され

ています。糖尿病は世界中で蔓延している疾病であり世界の隅々まで影響を及ぼ

しています。 

成人（20〜79 歳）の糖尿病有病者数 5 億 3,700 万人 

未診断の糖尿病患者は 2 億 4,000 万人 

1 型糖尿病を抱えている青少年の数（半数は 15 歳未満）は 120 万人 

糖尿病による死亡数 670 万人 

③ 災害援助  

災害がいつ、どこで起ころうと、ライオンズは真っ先に駆けつけて支援します。LCIF（ラ

イオンズクラブ国際財団）は、災害関連の交付金プログラムを通して、ライオンズの

取り組みに直ちに資金を提供します。全体の 90％が水害関連の自然災害。 

毎年、突発的に発生する災害により避難を余儀なくされる人の数、2,530 万人。 

年間の推定経済損失額 2,500〜3,000 億ドル。（出典: 国連） 

④ 環境保全  

環境は私たちの住まい地球は人間のいのちを保ちます。環境は、単なる背景画ではなく、

私たちの住まいです。そして、私たちはそれを大切にします。 

毎年失われる森林の面積 1,200 万ヘクタール（UNEP） 

大気汚染を原因とする毎年の早期死亡者数 6〜700 万（UNEP） 

生じた廃棄物のうち、安全に管理されていない廃棄物の量 1/3（世界銀行） 

2021 年に海に流入したプラスチック 1,700 万メートルトン。2040 年までに 2〜3 倍に増えると予測され

ている。（国連の「持続可能な開発報告書 2022」） 

⑤ 人道支援  

ライオンズの人道支援活動は、100 年以上にわたって目覚ましい成果を上げてきまし

た。ライオンズは力を合わせて世界の最も重要なニーズを見極め、最も必要とされて

いるところに人道支援を届けようとしています。そして、LCIF はその取り組みを支援し

ています。 

世界人口の 15%が障害を持っています。 

世界の子ども の３人に１人が貧困です。 

〜2,000 万人が毎年ホスピスケアを必要としています; 〜300 万人がケアを受けています。 

（出典: 世界銀行グループユニセフ世界規模のホスピス緩和ケア同盟および世界保健機関） 
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ライオンズクラブ国際協会 

⑥ 食糧支援  

飢餓、それは国境のない危機。世界全体で 10 人に 1 人（国際連合）が飢餓

に苦しんでおり、その影響は計り知れないものとなっています。この世界的な飢餓・

栄養危機が私たちの地域社会にのしかかる負担に対応するため、世界中のライ

オンズは、奉仕活動を通して健康と福祉を改善し、地域が豊かになるよう力づけ

ています。 

安全で栄養のある十分な食料を、日常的に入手できない人々の数は 20 億人（国際連合） 

5 歳未満の子どもの死亡のうち栄養不良と関係がある死亡の割合は 45％（世界保健機構） 

3 ヵ国に 2 ヵ国が男性よりも女性のほうが食料不安に陥ると報告（国連女性機関） 

世界中で毎年廃棄されている食料の割合が 30％（国際連合）と報告されている。 

⑦ 視力保護  

1925 年にヘレン・ケラーがライオンズに支援を呼びかけて以来、私たちは目の不自

由な人々に奉仕し、擁護してきました。1 世紀近く経った今も、この古くからの使命

は果たされ続けています。 

失明者または中・重度の弱視者(MSVI）の数：2 億 5,300 万人 

眼鏡を持っていない、という単純な理由で近視のままでいる人々の数：11 億人 

回避可能な原因による失明者または MSVI の割合：75%以上 

視覚障害者のうち、開発途上国に住む人々の割合：89% 

⑧ 青少年支援  

若者は奉仕の原動力です。青少年を奉仕の受益者、またパートナーとして支援す

るとともに、奉仕のリーダーとして力づけようと、懸命に取り組んでいるのはそのため

です。私たちは青少年に奉仕しています。 

すべてのグローバル重点分野において、私たちは引き続き児童と青少年への奉仕

に力を入れていきます。事実、インパクトを高める次のような新しい取り組みを展開することで、既存

のプログラムを改善しています。私たちは青少年に指導力を発揮させます。若者は変化の担い手です。

彼らの新鮮な視点と発想は、私たちの組織、地域社会、そして世界に変化をもたらします。  

 

５）国際大会 

① 国際大会は、 国際理事会の決定する期日および場所で毎年開催される。 

2025 年第 107 回大会 オーランド：7 月４日~ 7 月 ８日  

2026 年第 108 回大会 香港(中国)：7 月 3 日~7 月 7 日 

2027 年第 109 回大会 ワシントン D.C：7 月２日~7 月 6 日 

2028 年第 110 回大会 シンガポール：6 月 23 日~6 月 27 日 

② 国際大会の一切は理事会によって総括監督される。 
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ライオンズクラブ国際協会 

③ クラブは代議員を派遣する。クラブに割り当てられる代議員の数は、大会が開かれる月の前

月 1 日付の国際本部の記録に示されたクラブの会員数（特典会員*を除く）に基づいて計算され

る。例えば、会員数 1~37 人のクラブには 1 名の代議員、 会員数 38~62 人のクラブには 2 名の代

議員が割当てられる。詳細は国際協会ウェブサイトで確認する。 

*特典会員：旧割引会員。2023 年国際大会の代議員投票により新設された会員種別について、

2023 年 10 月カイロ国際理事会で再度検討が行われました。これは「会員種別」であり、家族会

員、レオライオン会員、学生会員、若年成人会員などの「会員プログラム」により、減額された会費を

支払うことを認められたすべての会員が含まれます。この新たな種別は、会費を全額支払う正会員と

まったく同じ権利を持ちます。唯一異なるのは、クラブから地区大会、複合地区大会、国際大会に

送ることのできる代議員数を計算する際のクラブ会員数にはカウントされません。また、「割引会員」

という言葉が、会員そのものが割引された立場であるかのような印象を与えるとの意見から、翻訳通

訳を管轄する地区およびクラブ行政部太平洋アジア課で再度見直しが行われた結果、「特典会員」

を訳語として選択することに変更された。 

 

 

   

 

６）東洋東南アジア・フォーラム(OSEAL FORUM) 

国際協会は８つの会則地域 (Constitutional Area) に分けられており、日本は「東洋東南アジ

ア」に含まれている。東洋東南アジア・フォーラムはエリア・フォーラムの一つであり、親善を深めることを

主目的として、この地域内のライオンズ国(日本、台湾、フィリピン、香港、マカオ、マレーシア、シンガ

ポール、ブルネイ、韓国、タイ、グアム、ミクロネシア、北マリアナ諸島、サイパン、モンゴル、広東、深圳

など中国、ラオスのクラブの代表の出席を得て開催され、この地域に共通の問題を話し合っている。

国際理事会は、このような地域フォーラム (AreaForum)を友好、親善、経験交換、ライオニズム高

揚のための行事として認めているが、その決議はクラブまたは会員を拘束することはできないという点

で地区大会、複合地区大会、国際大会とは基本的に異なる。 

東洋東南アジア・フォーラムは、OSEAL フォーラムと略されている。 第 61 回は 2024 年タイ・パタヤ

で行われた。第 62 回は札幌（2025 年 10 月 23 日〜26 日）にて行われる予定になっている。 
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ライオンズクラブ国際協会 

※エリア フォーラム (Area Forum) の目的 

東洋東南アジア・フォーラムなど世界の各会則地域で開かれているエリア・フォーラムに関し、国際

理事会はその目的を次のように定めている。 

① ライオンズクラブ国際協会の目的と目標を推進する。 

② 地区およびクラブ役員を指導・教育、および意欲喚起を行う。 

③ 合同奉仕事業の機会を含む、奉仕活動について意見や情報を交換する場を提供する。 

④ LCIF に対する理解と認識の向上を図る。 

 

７）「ライオンズ・インターナショナル」ブランド 

私たちの協会と財団をより力強いものにするため、二つの組織のさらなる一体感が必要であること

が重要であり、これを最も目に見える形で実現させる方法の一つが、ライオンズクラブ国際協会とライ

オンズクラブ国際財団（LCIF）をひとつのマスターブランド「ライオンズ・インターナショナル」という傘の

下に統合し、私たちの重点分野を統一することで、私たちが奉仕の使命において一致していることを

世界に示すことです 

「ライオンズ・インターナショナル」は、あくまで協会と財団をまとめて呼ぶアンブレラ・ブランド（マスター

ブランド）です。しかし、協会と財団のそれぞれの名称は変わりませんし、今後も二つは別個の法人

のままです。 

私たちが「ライオンズ・インターナショナル」と言う時、それは「ライオンズクラブ国際協会」と「ライオンズ

クラブ国際財団（LCIF）」を併せて指しています。協会と財団は、これからもそれぞれの運営母体を

持つ別の組織として存続します。しかしその二つを合わせて、私たちは「ライオンズ・インターナショナル」

です。私たちのモットーは、1954 年から変わらず「われわれは奉仕する」であり、このモットーは今変わり

ません。 

「ライオンズ・インターナショナル」ブランドの一環として、新しいタグライン、「ニーズのある世界に奉仕

する」を導入します。このタグラインは、一言で私たちの活動を世界に伝える、対外／一般向けのメッ

セージです。 

また古くからのクラブ旗等が旧紋章であるのはもちろん構わないですが、公式行事で使用する場

合などには現在のロゴを使用します。 

 

     

         旧ロゴ           現在のロゴ 
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ライオンズクラブ国際協会 

８）各自に適した会員タイプ 

すべてのライオンズクラブは、「われわれは奉仕する」というシンプルな使命の下に活動しています。ですが、何も

かもがそっくりのライオンは二人としていません。私たちの奉仕がとても力強いものであるのはそのためです。同じこ

とが私たちのクラブにも言えます。つまり、何もかもがそっくりのライオンズクラブは二つとして存在しないのです。奉

仕することを検討しているすべての人々のニーズに応えるため、協会では幅広いクラブのモデルと会員タイプをご

用意しています。あなたに適した会員タイプを見つけてください。 

① クラブの種類 

⑴  従来のクラブ ライオンズクラブのほとんどがこの従来のクラブモデルとして結成されています。このクラブでは

奉仕の精神を持った人びとから成るグループが、地域社会の改善を目指し、定期的に地域で集まります。 

⑵  スペシャルティクラブ スペシャルティクラブは奉仕への貢献に加え、共通の関心事を有する人びとの集ま

りです。その特徴としては、スノーボード、編み物などの趣味や同様の文化的背景を共有していることなどが挙げ

られます。 

⑶  バーチャルクラブ バーチャルクラブは、クラブ例会の一部または全てを電話やインターネットを通し遠隔で

行います。バーチャルクラブは、広い範囲に暮らすクラブ会員が容易に奉仕活動を計画、実施することができ、

多忙な会員に非常に適しています。 

⑷  キャンパスクラブ キャンパスクラブは、学生がリーダーシップスキルを身に付け、仲間と奉仕という共通のつ

ながりを築く機会を提供します。キャンパスクラブの会員は、学生会員の資格もある場合があります。 

⑸  レオクラブ レオクラブは、若者に、地域社会に奉仕し、リーダーシップスキルを養い、個人として成長する

機会を提供します。 

レオクラブには、アルファ・レオ（12〜18 歳）とオメガ・レオ（18〜30 歳）の二種類があります。 

⑹  レオ・ライオンズクラブ レオ・ライオンズクラブは、10 人以上の元レオを含む 20 人のチャーターメンバーによっ

て結成できます。これらのクラブは、レオがライオンに移行するための選択肢の一つに過ぎません。別の種類の従

来型ライオンズクラブを結成することや、既存のクラブに入会することも、レオがライオンになる方法です。 

② 会員種別 

⑴ 正会員 正会員は、ライオンズの会員籍の一般的な形を示す種別です。ライオンズの会員となるすべて

の資格要件を満たす正会員はすべての特典を受けることができます。新規会員は、35 ドルの入会費を支払う

か、適切な入会費免除の書類を提出します。国際会費は年間 50 ドルです。2025 年 7 月から 50 ドルにな

る）会費は半年ごとに半期分ずつ請求されます。これに加え、クラブ会費、地区会費、複合地区会費が課さ

れる場合があります。別のクラブをグッドスタンディングで退会後 12 カ月以内に既存のクラブに入会する再入会

員は、入会費を支払う必要はありません。 

⑵ 賛助会員 賛助会員は、クラブの正会員として活動することはできないものの、クラブとクラブの地域奉

仕活動への支援を希望する会員です。  

⑶ 準会員 一つのライオンズクラブに正会員籍を置いている会員は、住まいや勤務先がある地域でもう一

つのクラブに準会員として籍を置くことができます。 
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ライオンズクラブ国際協会 

⑷ 名誉会員 ライオンズクラブの会員ではないものの、秀でた奉仕を行った人物に対してライオンズクラブから

与えられる称号です。   

⑸ 終身会員 終身会員とは、20 年以上、あるいは 70 歳に達した会員の場合は 15 年以上の間、正会

員籍を保持してきたライオンズ会員が得られる身分です。重病の会員に与えられることもあります。  

⑹ 不在会員 不在会員とは、クラブ例会に毎回出席することはできないものの、クラブに籍を留めることを

希望する会員です。  

⑺ 優待会員 優待会員とは、15 年以上クラブ会員でありながら、病気や衰弱、高齢などの理由で正会

員であることを断念せざるを得なくなった会員です。 

⑻ 特典会員 家族会員、学生、または国際協会が提供するその他の会費割引プログラムに参加した結

果として割引された会費を支払う会員で、クラブの会員籍を保持することを希望し、会費割引の条件を満たす

会員。会員プログラムの参加状況は、クラブの理事会が確認するものとする。 

*国際会費については第 104 回国際大会（2022.6.24〜28、モントリオール）にて 2023-24 年度から 3 年間

かけて段階的に国際会費を増額する決議案が可決され、2025 年 7 月から 50 ドルになる。 

③ 会員プログラム 

⑴ 家族会員 家族会員プログラムは、家族が同じクラブに入会する場合、特別な会費割引を受けられる

制度です。1 人目の家族会員（世帯主）は通常額の国際会費（50 ドル、2025 年 7 月から 50 ドルにな

る）を納めますが、2 人目以降最高 4 人までの家族会員は国際会費が半額（25 ドル、2025 年 7 月から

25 ドルになる）となります。すべての家族会員が入会費（35 ドル）を支払います。入会費の支払いは、1 回

限りです。  

家族会員プログラムの対象となるのは、 ⑴ライオンズへの入会資格があり、(2) 現在同じクラブに在籍している

か、入会しようとしており、(3) 同一世帯に居住するとともに血縁、婚姻、またはその他の法的関係によって結ば

れている家族です。一般的な世帯家族（会員）には、親、子、配偶者、おじ・おば、いとこ、祖父母、義理の

親族、法律上の扶養家族が含まれます。Lion Portal を通して手続きを行います。各家族会員は、すべての権

利と特権を有する正会員であるが、会費の割引を受ける家族会員は、クラブの代議員資格を算出する際の

会員総数には数えられない。 

⑵ 学生会員 教育機関に在籍している法律上の成年から 30 歳までの学生は、入会費またはチャーター

費が免除され、国際会費は半額（25 ドル、2025 年 7 月から 25 ドルになる）となります。30 歳を超える学

生がキャンパス･ライオンズクラブに入会する場合には、入会費 10 ドル及び通常額の国際会費を納めます。

Lion Portal で新会員として学生会員を登録します。 

⑶ 現または元レオ 1 年と 1 日以上レオクラブに在籍していた 35 歳までの現または元レオがライオンズクラブ

に入会する場合には、レオライオン会員プログラムに基づき国際会費が半額となり、入会費/チャーター費は免

除されます。Lion Portal で会員タイプとしてレオライオンを選択する必要があります。1 年と 1 日以上レオクラブ

に在籍していた 35 歳を超えるレオは、入会費/チャーター費を免除されます。 

⑷ 若手会員 30 歳までの若年成人がレオ・ライオンズクラブに入会する場合には、入会費が免除され、国

際会費は半額となります。  

https://www.lionsclubs.org/ja/search-results?keys=%E5%AD%A6%E7%94%9F%E4%BC%9A%E5%93%A1
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国際協会の課題 

９）会員減少へ向けた取り組み 

ライオンズの会員数は、世界においては 2018 年をピークにこの 6 年で 93241 名減少し、また日

本においても、社会・経済情勢の変化、極端な少子化、新型コロナの影響等により会員数が減少

の一途をたどり、過去４年間の実績では、年間の新結成が平均 12 クラブであるのに対し解散は

67 クラブに上り、年に 55 クラブが減少し、会員は年間約 7500 人が入会するも、約 11500 人が

退会し、年に約 4000 人が減少しています。仮にこれが 20 年間続けばマイナス８万人となり、日本

ライオンズは消滅することになります。会員増強、退会防止策が喫緊の課題となっています。 

① 世界・日本の会員数推移 

 

 

 

 



 

 

20 

 

国際協会の課題 

次の 100 年、組織としての活力を維持し、奉仕を続けるために 

② ミッション 1.5 はライオンズクラブ国際協会の新しいイニシアチブ 

ライオンズクラブ国際協会は世界最大の会員を母体とする奉仕組織として、200 の国と地域、４

万９千のクラブの活動を通して人道的ニーズに応えてきました。 

1917 年以降、自ら汗をかく奉仕活動で、ライオンズは人々の健康と環境を改善し、コミュニティを

強化し、弱者を支援してきました。会員数を増やすことはクラブが奉仕活動を行う力を維持します。 

力強い会員によるボランティアネットワークを築き、グローバルな奉仕目標への意識を高め、世界に

ポジティブな変化をもたらします。そのために、私たちはミッション 1.5 を開始します。 

③ M1.5 の会員増強目標と達成項目 

2027 年 7 月 1 日までに、ライオンズクラブ国際協会は全世界合計会員数 150 万人を達成する。 

すべての会則地域で、2026-2027 年度までに会員純増を達成する。 

▶  すべての地区で、新クラブを結成する 

▶ MISSION 1.5 期間中に、すべてのクラブが新会員を迎える。 

▶  すべての地区は、女性、若手会員を含めより多様な会員を迎えるための戦略を策定する。 

④ 会員へのメッセージと「なぜ？」に答える 

なぜ会員拡大キャンペーンが必要なのか: 

▶奉仕活動を行うキャパシティ＝能力を高める 

▶多様性と組織の包容力を高める（ダイバーシティとインクルージョン） 

▶活動範囲と影響力を広げる 

▶会員であることのメリットを高める: 会員制組織として、より多い会員は、より幅広いネットワーク

の機会を会員に提供 

▶現在は年間およそ５億人に奉仕活動を提供。年間１０億人に奉仕する組織を目指す。 

▶キャンペーン 100 の成功で、奉仕を拡大する財団資金を獲得できた。次はこれを活かすために

意義ある奉仕活動に携わる会員を増やすとき。                                                                                                    

⑤ 新会員獲得の意義 

クラブの現状が、どんなに立派でも、何年も何年もそのまま放置してはいけない。 

どのような組織でも、常に新しい血液を注入しなければ、その地域社会における指導的地位をさらに

向上させ、維持していくことはできない。新会員は常に新しいアイデア、新しい力新しい意見、そして

新しい友情をもたらすものである。役員と会員が絶えず積極的に新会員の獲得を心がけていないク

ラブは沈滞するはずである。なぜならば、会員数の停滞と減少はその地域社会におけるクラブの奉仕

と感化力の衰退を示す初期の症状といえるからである。 

⑴ 奉仕の精神に富む人々を会員として迎えることにより、クラブおよび地区は新しいアイデアと奉

仕力を得ることになる。新会員は国際的社会奉仕団体の一員として奉仕することに限りない喜び

を見い出すであろう。すなわち、 

⑵ 自己の経験を顧みて会員となったときの喜びをより多くの人々と分かち合おう。 
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国際協会の課題 

⑶ 会員増強はクラブ、地区および国際レベルにおいて発展の根本的要素である。 

⑷ 奉仕アクティビティの向上発展にとりクラブ会員の増加は欠くことのできない要素である。 

⑥ 新鮮な持ち味をもつ新会員に期待する効果 

⑴ より大きい活動に備えての知恵袋をふくらませる効果 

⑵ 転出する会員や脱退する会員を補充する効果 

⑶ クラブの将来に対する保険的効果 (クラブの老化防止) 

⑷ 不断の進歩を確実にする効果 

会員はライオンズクラブにとって大切な唯一の財産であり、新会員によって財産が増大する。そして、

新しいアイディア、感覚、意見、友情、奉仕力が加わる。 

⑦ 国際協会が強調していること 

新会員の育成には時間と労力を十分かける。新たな会員の持つユニークな考え方は従来のメンバ

ーにはないものである。入会後１年や２年の間でこの貴重なメンバーを失うようなことがあれば、それ

は地区、クラブをはじめ、キー・メンバーのライオンがその育成に熱心でなかった証拠になる。新会員に

は限らないが、会員維持の最も大切な方法のいくつかを下に列記したが、新会員については、特に

会長以下全役員が不断の関心を怠らない配慮が必要である。 

⑴ 入会に先立ってライオンになることの意義をよく理解しているかどうかを確認する。 

⑵ 入会式は新会員の生涯印象に残るような壮厳な形式で挙行する  

（古い会員の心の火を再びかき立てられるような強烈さ)。 

⑶ 新会員本人の生来の能力が生かせる機会を与える。 

⑷ 新会員が関心のある事項について、 なんでも発言できるよう勇気づける。 

⑸ クラブの会合で新会員も古い会員と分け隔てなく振るまえることを確認する 

⑹ クラブの諸行事でも、国際ライオニズムの分野でも、あらゆる機会にその体験が新会員をよく教

育する。 

⑺ 委員会活動に協力させることによって、クラブ内の諸問題をよく理解させる。 

⑻ 新会員のスポンサーが、その職責を怠ることのないよう留意する。 

⑼ 新会員と個人的に面接する時間を作り、クラブ活動への興味を高める。 

⑽ 新会員があなたのクラブの構成員のひとりであるという意識を高める。 
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歴代国際会長のテーマ・メッセージ 

10）歴代国際会長のテーマ・メッセージからみるライオンズの世界 

足跡をしるす Make Your Mark  

 2024-2025 ファブリシオ・オリベイラ 

世界を変える Changing the World 地域社会を変える時私たちは世界を変えます 

2023-2024 パティ・ヒル 

皆でやればできる Together We Can 

 2022-2023 ブライアン・E・シーハン 

We serve 心からの奉仕を 

 2021-2022 ダグラス・X・アレキサンダー 

思いやりと多様性で結束する 

 2020-2021 ジュンヨル・チョイ 

多様性で We serve(一人ひとりの光で暗闇を照らそう) We Serve Through Diversity 

 2019-2020 ジュンヨル・チョイ 

地平線の彼方を目指して 世界に、そして地域社会に誇りと思いやりと優しさをもって 

 2018-2019 グドラン・イングバドダー 

We serve 団結の力 The Power of We 

2017-2018 ナレッシュ・アガワル 

次なる山を目指して New Mountains to climb 

2016-2017 ボブ・コーリュー 

命の尊厳と和 奉仕を通じて Dignity、Harmony、Humanity 

2015-2016 山田實紘 
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一般社団法人日本ライオンズ 

６. 一般社団法人日本ライオンズ 

１）設立と目的 

ライオンズクラブ国際協会に所属する日本のライオンズクラブの全国組織が一般社団法人日本ライ

オンズです。 

2016 年 7 月 1 日、設立。その目的は、日本国内にある８つの複合地区ガバナー協議会議長と、

３５地区のガバナー、そして議長・ガバナーを補完するメンバーが中心となり、日本のライオンズクラブ

がアクティブに活躍する為、スケールメリットやシナジー効果が効率良く発揮出来るよう、連絡・調整・

協調するものである。1978 年 7 月から 8 複合地区に共通する事務を行っていた日本ライオンズ連

絡事務所と、ライオン誌を発行しているライオン誌日本語版事務所が統合されて「日本ライオンズ事

務所」となり、さらに、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律に基づいて法人化された。一

般社団法人日本ライオンズの賛助会員である 330~337 複合地区からの、会員一人月 120 円の

賛助会費(2026 年 7 月からは 160 円)によって運営されている。主な業務は、 8 つの複合地区に共

通する事務やライオン誌日本語版発行である。 

〒104-0028 東京都中央区京橋１丁目２−４ 八重洲ノリオビル 5 階 

電話 (03)6262-1263 ファクス (03)3241-4388   E-mail: jlo@jade.plala.or.jp 

ライオン誌 

電話 (03)6674-8777 ファクス (03)6674-8781   E-mail:office@thelion.jp 

２）他団体とのパートナーシップ 

2017 年 6 月 16 日、一般社団法人日本ライオンズと公益財団法人スペシャルオリンピックス日本(略称: 

SON) は合意書を取り交わして、パートナーシップの締結を行った。日本ライオンズと SON は 共通の活動

目標として、知的障害のある人とない人がともに生きる共生社会の実現のために協力するとともに、両組

織間の交流・相互理解及び協力関係を強化し、日本全国で共同事業を推進する。 2020 年 6 月 17

日、 第 2 期協力提 携に関する覚書 ( 2020-2025)を手交している。 
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公益財団法人日本ライオンズ 

７. 公益財団法人日本ライオンズ 

財団設立年月日：令和２年５月１２日（なお令和 5 年公益財団法人に移行） 

１）事業目的： 様々な奉仕活動及び人道支援を通じて社会的弱者及び生活困窮者に対す

る救済・支援、並びに青少年の健全な育成に関する事業を行い、地域社会及び日本国民の利益

の増進を図るとともに、世界平和及び国際相互理解の促進に寄与することを目的とする。 

２）事業内容： 

（1）全国特別支援学校フットサル大会の開催事業 

全国の特別支援学校に通う生徒たちへ向けたフットサル大会の開催及び運営 

当法人は、全国の障がいを持つ生徒に、心身の健康、人とのつながり及び全国優勝という夢と希

望を与え、障がいを持つ生徒の日々の生活をより豊かなものにするとともに、インクルーシブ社会を実

現することを目的として、特別支援学校の生徒達を対象とするフットサル大会の予選を全国各地区

で開催するとともに、各地区の優勝校が参加する全国大会を開催する事業を実施する。 

（2） 児童養護施設での寺子屋事業 

児童養護施設運営支援及び、子どもたちに対する学習支援員の派遣 

当法人は、現在児童養護施設に入所している小学生が、基礎的な学力を身に付け、将来、各人

の能力を最大限発揮して豊かな生活を送ることができるよう、学力面において支援することを目的に、

手助けを必要とする子供達の支援を行っている NPO 法人等が学習支援員を派遣するにあたっての

経済的サポート等を通じて、児童養護施設の小学生に学びの機会を提供するための支援を行う

「寺子屋」事業を実施する。 

（3）被災地への災害支援事業 

被災に遭われた方、地区への物的、金銭的、人的支援 

当法人は、被災に遭われた方に寄り添い支援することを願い被災地に対して、物的支援、金銭的

支援を行うとともに必要に応じて災害ボランティアの派遣を行う「災害支援事業」を実施する。  

Q＆A 

Q. 公益財団法人のメリットは何ですか?  

A. 最大のメリットは、 寄付した個人や会社が税制上 の優遇措置を受けられるということです。個人

が寄付する場合、所得控除または税制控除を受けることが出来、会社が寄付する場合は一般法

人への寄付に比べて損金算入出来る限度額が増えますので、いずれの場合も減税効果があります 

Q. 運営費はどのように支出していますか? 

A. 収益事業を行っていないため収益は全て寄付金で賄っており、その中から運営管理費として事業

遂行に必要な事務局賃料、通信費、会議費 (外部会議室の借用)等を支出しています。評議員、 

理事、監事は交通費等の経費を自己負担し、無報酬で活動しています。 
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地区について 

８．地区について 

１）目的 

地区内のライオンズクラブの融和協調を図るとともに、ライオニズムを高揚するために、ライオンズク

ラブ国際協会の基本的活動方針に従い、地区内の各クラブの運営を円滑ならしめることを目的とす

る。 

２）構成 

① 地区キャビネットの承認があり、かつクラブ、地区、国際協会にとって最善である場合に、地

区ガバナーは、リジョン及びゾーンを変更することができる。 

② 地区は、２つ以上のゾーンにより構成されるリジョンに分けることが出来、そのゾーンは通常 4

から 8 クラブから成るが、ゾーンは新たに結成されたクラプを含める際には、いつでもクラブ数を拡大す

ることができる。 

３）地区ガバナー 

国際理事会の全般的監督のもとに本地区において国際協会を代表する。さらに、地区における

最高運営責任者として、第１及び第２副地区ガバナー、リジョン・チェアパーソン、ゾーン・チェアパーソ

ン、キャビネット幹事兼会計、その他地区会則及び付則に定められるキャビネット構成員を直接監

督する。 

４）地区ガバナーエレクト 

地区ガバナーは、地区の年次大会で選出され、その年度の国際大会の閉会時から正式に就任

するが、選出されてから就任するまでの間は地区ガバナーエレクトと呼ばれる。 

５）地区ガバナー・キャビネット 
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地区について 

地区は、地区ガバナー、前地区ガバナー、第１及び第２副地区ガバナー、リジョン・チェアパーソン

（地区ガバナー任期中に活用される場合）、ゾーン・チェアパーソン、キャビネット幹事及びキャビネット

会計、並びにキャビネット構成員選任の規定に含まれるその他のクラブ会員から成る地区キャビネッ

トを構成する。 

キャビネットの定例会議は四半期ごとに 1 回ずつ年 4 回開かれるものとし、第 1 回会議は、国際

大会閉会後 30 日以内に開かれる。なお定例会議はその他必要に応じて開くことができる。これらの

会議で地区ガバナー、前地区ガバナー、第 1 副地区ガバナー、第 2 副地区ガバナー、地区名誉顧問

会議長、キャビット幹事、キャビネット会計、リジョン・チェアパーソン、ゾーン・チェアパーソンおよび地区

委員長に投票権が与えられる。また、地区グローバルアクションチームのメンバーである地区グローバル

会員増強チーム・コーディネーター、地区グローバル・エクステンション・チーム・コーディネーター,地区グロー

バル指導力育成チーム・コーディネーター、地区グローバル奉仕チーム・コーディネーター、、地区 WYPT コ

ーディネータおよび LCIF地区コーディネーターに、投票権が与えられる。かかる各キャビネット構成員は、

本地区におけるグッドスタンディングのライオンズクラブのグッドスタンディングの会員でなければならない。 

６）第 1 および第 2 副地区ガバナー 

第１副地区ガバナーは、地区ガバナーの指導監督のもとに、地区ガバナーの最高運営補佐役及

び代理を務める。第２副地区ガバナーは地区ガバナーの指導監督のもとにある。両者とも地区ガバ

ナーに空席が生じた場合、その任務および責任を果たすことができるよう、地区ガバナーの任務に精

通しておくことになっている。 

毎年地区大会で選出されている。なお 2003 年国際付則改正により、副地区ガバナーの選挙は

地区ガバナーと同様に、無記名投票で過半数を獲得しなければならない 

７）地区 GAT (グローバル・アクション・チーム) 

グローバル会員増強チーム (GMT)、グローバルエクステンションチーム（GET）、グローバル指導力育

成チーム (GLT)、グローバル奉仕チーム (GST)、女性及び若手会員チーム（WYPT）及び LCIF をまと

めることで、ライオンズの三つの主要分野に取り組む首尾一貫した方法を作り出す。グローバルアクシ

ョン・チームはライオンズクラブ国際協会 (LCI) と LCIF のビジョンを支持し、私たちが毎日世界中でより

多くの人々に奉仕をし続けられるようにするために設置された。 

① 地区ファシリテーター。 

地区ガバナーは、グローバル・アクション・チームの地区ファシリテーターを務める。地区の GMT、GET、

GLT、GST、WYPT コーディネーター及び LCIF コーディネーターが協力して、熟練したリーダーの育成、

会員増強、および地区の人道奉仕拡大のための計画を実施するよう図る。 

② 地区グローバル会員増強チーム (GMT) コーディネーター 

任期は 1 年で地区より選出される。再任も可能。 

会員増強に重点的に取り組む地区を作るための推進力となる。 
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地区について 

 ③ 地区グローバルエクステンションチーム（GET）コーディネーター 

2024 年 3 月のバンクーバー理事会で設置が義務付けられた役職で、地区内で伝統的クラブ及び

スペシャルティクラブ*も併せて新クラブを結成することに注力する。 

④ 地区グローバル指導力育成チーム (GLT) コーディネーター 

任期は 1 年で地区より選出される。再任も可能。質の高いリーダーシップの育成や触発を重点的

に取り組む地区を作るための推進力となる。  

⑤ 地区グローバル奉仕チーム (GST) コーディネーター 

任期は 1 年で地区より選出される。再任も可能。ライオンズが地域社会において優先度の高いニ

ーズに応えることができるようにリジョン、ゾーン、クラブ奉仕委員長に能力強化の資源を提供し、影

響力ある奉仕を増加させることを通じて会員の満足度を高める。 

⑥ 女性及び若手会員チーム（WYPT）コーディネーター 

前年度までの FWT を WYPT(Woman & Young Peaple Team)と名称変更。家族と女性会員

の知育における更なる増強、既存ネットワークからの開拓、及び奉仕や活動への参加を促進する事

を目的とする。相互に説明責任と報告義務を持ち、密接に連帯しながら、リーダーシップの連帯、協

力とコミュニケーションを深め、そして会員増強・チーム強化を計る 

 

*スペシャルティクラブ・プログラム 

スペシャルティクラブ・プログラムは、共通の興味や情熱を共有する会員がさらに深いレベルで互い

につながりあえるクラブの結成を目的としたものです。たとえば、文化、人生経験、共通の奉仕分野、

職業や趣味などです。スペシャルティクラブによって、世界各地の人々の集まりが、その情熱をやりが

いのある奉仕に向け、地域社会に直接利益をもたらすことができるのです。 

■ スペシャルティクラブのメリット 

◎ 志を同じくする人々が結びついたネットワーク 

◎ 現代の地域社会のニーズに対応 

◎ クラブ会員の参加を高める共通のテーマ 

◎ 特化することで、同様の情熱を分かち合う 

他のクラブと地域または世界でつながる 

方法を提供 
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地区について 

８）地区 LCIF コーディネーター 

複合地区 LCIF コーディネーターが地区ガバナーと協議の上で推薦し、LCIF 理事長が任命する。そ

の任期は 3 年ですが国や地域によって任期が異なる場合がある。この役職はライオンズクラブ国際財

団（LCIF）のアンバサダーの役割を果たし、複合地区 LCIF コーディネーターに直属するものの地区指

導陣と密接に連携する。 

LCIF の取り組みについて熟知し、LCIF が支援する種々の交付金および事業について地区内ライ

オンズを啓発する。 

９）リジョン・チェアパーソン（任意） 

任命された場合、地区ガバナーの指導監督のもとに、リジョンの最高運営責任者としてリジョンの

運営に当たり、グローバル・アクション・チームのメンバーとなる。 

10）ゾーン・チェアパーソン 

地区ガバナーおよびリジョン・チェアパーソンの指導監督のもとに、ゾーンの最高運営責任者としてゾ

ーンの運営に当たり、グローバル・アクション・チームのメンバーとなる。 

11）地区ガバナー諮問委員会 

地区ガバナー諮問委員会は、ゾーン・チェアパーソンを議長とし、ゾーン内のクラブ会長、第１副会

長ならびに幹事で構成されている地区ガバナーの諮問機関である。 

12）地区名誉顧問会 

地区ガバナーは地区名誉顧問会を設ける。 

① 構成・・・・・主として前、元地区ガバナーの中から地区ガバナーが任命した名誉顧問をもって

構成する。「主として」とあるのは、ふさわしい人材であれば地区ガバナー経験者でないものを名誉顧

問会の構成員とすることのできる余地を与えたものであり、「中から」 とあるのは、必ずしも全部の元

地区ガバナーを任命しなくてもよいということを示している。 

② 任務・・・・・・地区の調和を図る。 

13）地区年次大会 

① 地区年次大会 (地区大会) 開催地は、前年の年次大会の代議員によって選定される。 

② 地区キャビネットは、正当な理由があれば大会開催地をいつでも変更する権限を留保する。 

③ 地区大会開催の期日はキャビネットおよびホスト・ライオンズクラブによって決定され、年次大

会開会日の少なくとも 30 日前までに、文書による開催地変更の通知が地区内の各クラブに送付さ

れなければならない。 

④ 大会ホスト・ライオンズクラブは、速やかに大会委員長を選出し、これを地区ガバナーが任命

する。大会委員長はキャビネットの指示を受け、大会の設営その他に当たる。 

⑤ 地区大会は大会に参加した地区ガバナーその他の地区内現・元国際協会役員およびクラブ

から正式に派遣された代議員をもって構成される。 

⑥ 地区ガバナーは議長として地区大会を主宰し、キャビネット幹事は地区大会の幹事となる。 



 

 

29 

 

地区について 

⑦ 地区大会の議事の運営は、キャビネットによってあらかじめ決定される地区大会議事規則に

よって行われる。 

⑧ 地区大会の決議は、出席し、投票した地区ガバナーその他の地区内現・元国際協会役員

およびクラブ代議員の有効票の過半数をもって決する。クラブ代議員が参加できないときは所定の

手続きによって補欠が代わる。  

⑨ 地区大会は次期の地区ガバナー、第１副地区ガバナー、第２副地区ガバナーを選出する。 

⑩ 地区大会は国際理事候補者、国際第３副会長候補者の推薦を行う。 

⑪ 地区大会は国際会則および付則に反しないかぎり、あらゆる事項について決議を行うことが

できる。ただし、 国際協会への提案は、さらに複合地区大会を経なければならない。 

⑫ 国際付則第 9 条 1 項により、各地区は国際大会開会日の少なくとも 30 日前に地区大会

を開き地区ガバナーを選出しなければならない。また各複合地区は、国際大会開会日の 15 日以前

に完了するよう年次大会を開かなければならない。 

14）キャビネット事務局 

地区ガバナーはキャビネットの業務を処理するため、キャビネット事務局を置くことができる。事務局の

運営はキャビネットが決定する規則による。 

① 地区内クラブとの連絡 

② 国際本部、ガバナー協議会および国外のライオンズクラブとの連絡 

③ キャビネット会議に関する事務 

④ 地区年次大会に関する事務 

⑤ 地区ガバナー諮問委員会に関する事務 

⑥ 名誉顧問会に関する事務 

⑦ 地区 PR 誌、資料など印刷物の発行の事務 

⑧ 地区委員会に関する事務 
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９．複合地区について 

１）目的 

複合地区内のライオンズクラブの融和協調を図るとともに、ライオニズムを高揚するためにライオンズ

クラブ国際協会の基本的活動方針に従い、複合地区内各準地区 (以下地区と称する) の運営を

円滑ならしめることを目的とする。 

２）日本における構成 

① 330 複合地区から 337 複合地区まで 8 複合地区に分割される。   

② 日本ライオンズ組織の改革 

一般社団法人日本ライオンズが 2016 年 7 月に設立され、2019-2020 年度から新体制が始ま

った。ガバナー協議会議長連絡会議は、一般社団法人日本ライオンズ執行理事会に含まれる形と

なり、現職議長 8 名全員が執行理事を務める。各種委員長連絡会議は日本ライオンズの委員会

へ変化し、担当する現職議長が各委員会の委員長を務める。「PR マーケティング委員会」に、ライオ

ン誌日本語版の編集・発行が含まれる。 

３）334 複合地区 

 

A 地区：愛知県 

B 地区：岐阜県・三重県 

C 地区：静岡県 

D 地区：富山県・石川県・福井県 

E 地区：長野県 

 

 

 

 

 

 

４）334 複合ガバナー協議会 

 複合地区ガバナー協議会は準地区の地区ガバナー等によって構成されるものであり、複合地区の 

管理運営促進者である。 

① ライオンズクラブ国際協会の目的を本複合地区内で推進するため、運営機構を設ける。 

② 世界の人々の間に相互理解の精神を培い発展させる。 

③ よい施政と良い公民の原則を高揚する。 

④ 地域社会の生活、文化、福祉および公徳心の向上に積極的関心を示す。 
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⑤ 友情、親善、相互理解のきずなによって会員間の緩和をはかる。 

⑥ 一般に関心のあるすべての問題を自由に討論できる場を設ける。 

ただし、政党、宗派の問題をクラブ会員は討論してはならない。 

⑦ 奉仕の心を持つ人々が個人の経済的報酬なしに社会に奉仕するような励まし、また商業、

工業、専門職業、公共事業及び個人事業の効率化をはかり、道徳的水準をさらに高める。 

５）334 複合委員会構成（2025―2026 年度）＊委員会構成は当年度のガバナー協議会にて

決定する 

 ① ガバナー協議会事務局・管理委員会 

 ② 会則委員会 

 ③ YCE 委員会 

 ④ 国際大会委員会 

 ⑤ LCIF 委員会 

 ⑥ 会員増強委員会 

 ⑦ 指導力育成委員会 

 ⑧ エクステンション委員会 

 ⑨ 奉仕事業委員会 

 ⑩ 女性及び若手会員委員会 

 ⑪ ライオンズクエスト・薬物乱用防止委員会 

 ⑫ （公財）日本ライオンズ委員会 

 ⑬ マーケティング委員会 

 ⑭ 国際理事立候補者推薦委員会 

 ⑮ 緊急援助資金管理委員会 

 ⑯ 複合地区年次大会委員会 

６）複合地区年次大会 

① 開催地は、前年度複合地区年次大会代議員によって選定される。 

② ガバナー協議会は、翌々会計年度を越えて開催地およびホスト・ライオンズクラブを決定する

ことはできない。 

③ 複合地区大会開催の期日は、ガバナー協議会およびホスト・ライオンズクラブによって決定さ

れる。 

④ 大会ホスト・ライオンズクラブは速やかに大会委員長を選任する。大会委員長はガバナー協

議会の指示を受け、大会の設営その他に当たる。 

⑤ 複合地区大会は、大会に参加した複合地区内の地区ガバナーその他の地区内現元国際

協会役員およびクラブから正式に派遣された代議員をもって構成される。すなわち前・元地区ガバナ

ーは、所属クラブの代議員定数に関係なく代議員権を持つ。 
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⑥ ガバナー協議会構成員は、複合地区大会の役員となる。議長にはガバナー協議会議長、 

大会幹事にはガバナー協議会副議長または幹事、大会副議長にはこのほかのガバナー協議会構成

員が当たる。 

⑦ 大会の議事の運営は、ガバナー協議会によってあらかじめ決定される大会議事規則によって

行われる。 

⑧ 複合地区大会の諸決議は、出席し、投票した複合地区内の地区ガバナーその他の地区内

現元国際協会役員およびクラブ代議員の過半数をもって決する。代議員が参加できないときは、補

欠が所定の手続きによってこれに代わる。 

⑨ 国際理事候補者、国際第 3 副会長候補者の推薦を行う。 

⑩ 国際会則および付則に反しないかぎり、国際協会への提案事項を含めてあらゆる事項を決

定することができる (国際付則第 9 条 2 項) 

■エクスカーション＝Excursion 

クラブのチャーター・ナイト、地区年次大会、複合地区年次大会などにおいて、プログラムの一つとして

行われる観光や親善旅行のこと。 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://cdn2.webdamdb.com/md_ACseECG3Y8w4.jpg.pdf?v=1

https://cdn2.webdamdb.com/md_ACseECG3Y8w4.jpg.pdf?v=1


 

 

33 

 

クラブ 

10．クラブ 

１）会員 

善良な徳性の持ち主で、地域社会において声望のある成人は、正式に承認されたライオンズクラブ

の会員になる資格がある。ただし、招請によってのみ入会することができる。 

国際理事会方針 

国際理事会は、クラブ会員個人が国際会則および付則、理事会方針またはライオニズムの目的に

反する行為をしたと見なした場合、次の処置をとる 

①その会員と所属クラブに対し、違反行為を直ちに停止するよう通告する。 

②その会員が国際理事会の指示に従わなかった場合その会員を除名するようクラブに通告する。 

③上記通告を受けてから 30 日以内にクラブがその会員を除名しなかった場合には、そのクラブは

ステータスクオクラブとなる。 

２）役員 

① 役職および任期 

⑴役員：会長、前会長、副会長、幹事、会計、奉仕委員長、マーケティング委員長ならびに会

員委員長をクラブの役員とする。 

⑵すべての役員の任期は 1 年であり、前会長を除いて毎年選出され、7 月 1 日に就任する。 

⑶クラブによっては独自の会則によって前項の役員以外に「副」を置くことがあるが、これは、あくま

でも当該クラブの私的なものであって、他クラブに対してまで公的に適用されるものではない。 

⑷解任：クラブのいかなる役員も、正当な理由があれば、全会員の 3 分の 2 の賛成投票によっ

て解任することができる。 

⑸国際理事会方針の道徳基準と行動 (クラブ役員) を遵守する。 

② 会長 

ライオンズクラブの会長は、クラブの最高執行者である。クラブおよび理事会のすべての会合を主宰

する。その年度のライオンズクラブの成功と発展は、会長の職責遂行の熱意いかんにかかっている。 

クラブの役員及び委員会委員長と連携し、クラブ理事会により提示及び承認された会員増強、

地域関与、運営向上、人道的奉仕遂行に向けた計画を実行する。 

③ 前会長 

前会長は他の元会長とともに、クラブ会長及び副会長のメンター役を務める。また、他のライオン

がこの役職に任命される場合を除き、前会長はクラブ LCIF コーディネーターを務める。 

④ 第 1 副会長 

クラブ活性化のための年次調査を実施するとともにクラブ役員 (特にクラブのグローバル・アクショ

ン・チームのメンバー) 及び他の委員会委員長と連携して、会長としての任期中にクラブ理事会により

提示及び承認される会員増強、地域関与、人道的奉仕遂行に向けた計画を策定する。 
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クラブのグローバル・アクション・チームの重要なメンバーとしてクラブ指導力育成委員長を務め、地

区ガバナー諮問委員会の正規構成員となる。 

⑤ 副会長 

会長が何らかの理由で任務を遂行できない場合には、副会長が順位に従ってその役に就き、会

長と同じ権限をもってその任務を果たす。各副会長は、会長の指揮の下に、会長が割り当てた委員

会の活動を監督する。 

⑥ 幹事 

幹事は、月例報告やアクティビティの報告を行う他、地区ガバナー諮問委員会の正規構成員とな

る。幹事の責任は重くクラブ運営の要となる役職であり、幹事の職務については役員必携等を参照

する。 

⑦ 会計 

会計は、会長および理事会の監督を受け、クラブの会計事務を担当する役員である。会計が会

計事務を処理するに当たっては、特に幹事および財務委員と連絡を密にし、互いに協力援助し合う。 

⑧ 理事 

理事会に提出された事項について、追加的な監視と承認の役割を果たす。この役職の任期は 2

年である。そのため 1 年理事、2 年理事を設ける。 

⑨ 会員委員長 

クラブのグローバル・アクション・チームの重要なメンバーを務め、新会員勧誘と現クラブ会員の満足

度向上に向けた年間の会員増強目標と行動計画をクラブ理事会に提出して、承認と支援を求め

る。また、各新会員に効果的な会員オリエンテーションが提供され、新会員にとって有意義なクラブ

活動に参加する機会が与えられるようにする。  

⑩ 奉仕委員長 

グローバル・アクション・チームの重要なメンバーを務め、地域社会の現在のニーズに対処する。ライオ

ンズクラブ国際協会の奉仕フレームワークおよび/または適切な場合には地区の奉仕目標に沿った、 

年間の奉仕目標と行動計画を策定し、その伝達を行う。奉仕事業への参加・関与を呼びかけ会員

の満足度を高める。  

⑪ マーケティング委員長 

年間のコミュニケーション計画を策定し、ソーシャルメディアを通じて、人道支援活動、地域社会の

参加、会員増強の取り組みを進める。クラブの会員にコミュニケーションツールを提供し、ソーシャルメデ

ィア、口コミ、その他効果的な情報伝達手段を用いてクラブの活動推進に参加するよう、クラブの会

員全員に奨励する。 
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３）理事会 

① 理事会の構成員は、クラブ役員、ライオン・テーマー(任意)、テール・ツイスター(任意)、クラブ

LCIF コーディネーター、プログラムコーディネーター、安全管理担当役員 (任意)、指名された場合には

支部会長、並びに選出されたその他の全理事及び/又は委員長である。 

※クラブ理事は 1 年目の理事を 1 年理事、 2 年目の理事を 2 年理事と呼称している。 

② クラブ役員のほかに、クラブが必要とみなし選挙で選ばれるその他の役職に加え、選出された

場合には下記が理事会のメンバーを務めることができる。 

⑴プログラムコーディネーター 

クラブ会員の関心事に基づいて例会のために講演やエンターテインメントを手配することにより、 

例会の充実化を図るとともに会員にとって重要な話題について常時伝達する。 

⑵クラブ LCIF コーディネーター 

LCIF の使命及び実績とライオンズクラブ国際協会におけるその重要性を伝え、クラブ内で LCIF 

開発戦略を実施するとともに、地区 LCIF コーディネーターと連携して地域で LCIF を推進すること

により、地区の目標と一貫するようにする。 

⑶安全管理担当役員(任意) 

安全対策が整っているようにするため、各アクティビティを検討して潜在する危険を見極めるとと

もにライオンズクラブ国際協会から入手可能な自己点検チェックリストの掲載事項をすべて確認

し、十分な監督が確実 に行われ適切な保険がかけられているようにする。何らかの事態が生じ

た場合には、関係のある重要な情報をすべて収集して保険会社に遅滞なく報告する。 

⑷ライオン・テーマー (設置は任意) 

(イ)クラブの所有物および備品の管理に責任を負う。安全な保管のために適当な保管場所が

必要である。 

(口) 旗、バナー、ゴング、槌、歌集および会員名札掛けなどを会合の前に適当な場所に置くこと。

会合は定刻に開会することが大切である。 

(ハ) ライオン・テーマーはこれらの備品を適当な場所に置くのに十分間に合うよう、早く会場に着

いていなければならない。また、会合後適切な保管場所にこれらの諸備品を返還することも大

切な任務である。会合に必要な会報、 記念品および印刷物を配布すること。 

(ニ)会合の際には儀式係として会場の秩序を維持すること。 

⑸テール・ツイスター (設置は任意) 

(ア) テール・ツイスターは、いわゆる「会合の引き立て役」である。その任務は、会合の活気を盛り

上げ、友愛 の情を一段と深め、全体の雰囲気を和やかに保つことである。 

テール・ツイスターには、会員にファインを課し、それを徴収する権限が与えられており、会員のだ

れもこれを制約することはできない。ファインは、同一会合において同一会員に 2 回を超えて課し

てはならない。また、出席会員全員の賛成がないかぎり、テール・ツイスターにファインを課すことは
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できない。その額はクラブ理事会によって決められる。テール・ツイスターは、 集まったすべての金額

を各会合の終わりにクラブ会計に引き渡し、領収書を受け取る。 

(イ) ファインとドネーションは、はっきり区別されなければならない。 

ファイン・・・・・テール・ツイスターが徴収する課金・・・運営費処理 

ドネーション・・・善意に基づく自発的な寄付金・・・主として事業費処理 

(自分の慶祝ごとを発表することは、日本人の常としてためらいがちであるので、テール・ツ

イスターはその引き出し役となる) 

４）クラブ例会 

2014 年 7 月トロントで行われた国際理事会において、多くの地域で、伝統的なプロトコールや形

式に従った例会を行っているが、そうすることが義務だとクラブが信じている場合が少なくないことが指

摘された。クラブには例会の実施方法を自ら決定する権利があり、クラブが選択できる様々なクラブ

例会の形式やスタイルを提示し、そこからクラブが自らの必要性に応じて変えていくことを支援するツー

ルとして、「Your Club、 Your Way (あなたの クラブ、あなたのやり方で!)」 が発行された。この新し

いパンフレットは、クラブが変化に即した例会やクラブ行事を決定していくためのプロセスを説明したも

のとなっている。また、クラブは例会の出席に重きを置くのではなく、意味のある (クラブ活動への) 参

加により重きを置くべきである。家族会員やその他、クラブ活動全般への貢献は出来るが、例会への

参加が困難であったり、それを必ずしも望んでいないような種類の会員に関して周知することが重要

である。クラブが、 伝統的な例会出席率のみを評価するような方法に代えて、もしくはこれに加えて、

(総合的なクラブへの貢献という見地から)会員を称える視点と方法を提供することが可能となるよう

な新しいアワードの検討が行われた。(国際協会発行資料より抜粋) 

５）グットスタンディング 

グッド・スタンディングとは国際会則付則を始めとするすべての各条項を順守する会員としての義務 

●例会出席 

●速やかな納入金の完済 

●クラブ活動への参加 

●クラブが地域社会に良い印象を与えるような行動を果たして初めて、「グッド・スタンディング」な

会員になる。 

 

私は、入会式で行う新入会員の「ライオンズの誓い」の後に、「私はライオンズクラブの目的を達成

するために、例会には必ず出席し、納入金は期限内に納め、クラブの活動・アクティビティに積極的に

参加して、グッド・スタンディングな会員になることを誓います」 を宣誓してもらうことを提案したい。すべ

ての会員が、グッド・スタンディングになれば、会員維持や出席率などを心配することもなく、同時にク

ラブ自体もグッドスタンディングになれるはずである。 

（執筆/高橋義太郎 2005-06 年度 332 複合地区ガバナー協議会議長） 
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６）禁忌事項 

① クラブおよびクラブ会員は、他のクラブおよびクラブ会員に対し、資金、物品および援助を求め

る文書並びにライオンズ道徳綱領に反する文書を配布してはならない。(文書には、郵便のほか電

子メール、ファックス、ソーシャルネットワークなどすべての電子的手段による送信手段を含む) 

② 差別禁止方針 

ライオンズクラブ国際協会は、差別禁止方針を支持する。ライオンズクラブ及び会員は、人種、肌

の色、宗教、信条、国籍、先祖、性別、配偶者の有無、年齢、障害、兵役、あるいは法律で保

護されているその他のいかなる状況によっても差別してはならない。この方針に反することは、ライオ

ンズの会員及び又はライオンズクラブとしてふさわしくない行動を取ったとみなされ、その結果、国際

理事会が定める方針に従って、クラブが「ステータスクオ」 処分及び又は解散処分を受ける場合が

ある。(国際理事会方針書第 17 章 I 項) 

③ クラブへの納入金未納の通知書を幹事から受けてから 30 日以内に納入しない会員は、直

ちに、全額を納入するまでグッド・スタンディングでなくなる。グッド・スタンディングの会員のみが クラ

ブにおいて投票権を持ち、役員になることができる。 

④ クラブは公職の候補者を後援または推薦してはならない。また、クラブのいかなる会合におい

ても政党、宗派に関して討論してはならない。 

⑤ クラブ役員および会員は自らのライオン歴を累進させる場合を除き、いかなる個人的、政治

的その他の野心のためにも、会員であることを利用してはならない。また、クラブ全体としてもク ラブ

の目的に反する運動に参加してはならない。 

⑥ クラブ会員以外の者が、会合の席でクラブに資金を求めることはできない。本クラブの会合中

に通常の経常支出として計上されていない臨時支出の要請又は提案がなされた場合には、その

いかなるものも、さらなる検討を受けるべく適切な委員会あるいは理事会に付する。 

⑦ 会員名簿は、理事会の承認なく、それを請求する者に配布してはならない。 

⑧ 国際会則第 4 条に名称および紋章の使用について規定されているので乱用しないよう留意

する。  

⑨ 名誉会員および準会員を除いて、いかなる会員も同時に二つ以上のライオンズクラブの会員

になることはできない。 

７）周年行事 

周年行事を、どのように行うかは各クラブの自由に任されている。国際協会では、25 周年をシルバ

ー・アニバーサリー、50 年をゴールド アニバーサリーと呼び、国際会長を招待することも出来る重要な式

典として位置づけている。そして、25 周年、50 周年、75 周年には国際会長のメッセージが、自動的

にクラブへ送付されることになっているし、その趣旨を十分生かした意義のある式典にするようにとして

いる。 
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式典の目的は、そのクラブが今日まで発展し続けてきたことを会員同志が喜び合い、更に将来への

発展とライオニズムの高揚を再確認し合うものである。そういう意味で、周年行事は、国際協会から

正式に認められ、ライオンズの仲間入りを披露するチャーター・ナイトとは全く趣を異にするものである。 

日本では 10 年ごとの周年を大きな節目として、盛大に挙行する傾向にあるが、5 の付く年も同じ

ように行っているクラブも多いように思われる。近年、多様化したクラブが誕生し、経済も低迷している

現況を考えれば、5 年ごとの時はクラブ内またはゾーン内、10 年ごとはリジョンまたはゾーン内、 25、 

50、 75 周年は地区内全クラブなどと招待者を定め、登録料もそれに見合った額にしてはどうか。そ

して、そのパターンに応じて、全会員がアイデアを出し合って、式典にふさわしい記念行事・記念アクテ

イビティを行ったらよいと考える。 

 

 

 

 

https://cdn2.webdamdb.com/md_4PD2xtwXVw52.jpg.pdf?v=1 

https://cdn2.webdamdb.com/md_4PD2xtwXVw52.jpg.pdf?v=1
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11．ライオンズクラブ国際財団（LCIF）について 

Lions Clubs International FOUNDATION 

１）LCIF とは何ですか? 

ライオンズクラブ国際財団 (LCIF) は、ライオンズクラブの国際的な慈善資金調達および交付金提供

部門です。 LCIF は、地域社会と世界に奉仕し、希望をもたらし、人々の人生を変えるライオンズクラ

ブとパートナーの活動を、人道奉仕事業と交付金を通じて支援するという使命を果たすために日々

取り組んでいます。 

２）財団は何をしているのですか? 

何千人ものライオンズの無私の精神と献身のおかげで、LCIF は世界中のライオンズの奉仕事業やパ

ートナーシップに 10 億ドル以上を拠出してきました。 

ライオンズコミュニティの多大な支援により、LCIF は視力保護、青少年支援、災害援助を行い、広

範な人道的ニーズに対応しています。 

３）なぜ財団が重要なのですか? 

ライオンズクラブ国際協会(LCI) は、世界最大かつ最も効果的な奉仕組織であり、ライオンズの会員

は奉仕のリーダーとして世界中から高い評価を得ています。 

個人として、私たちはクラブに奉仕し、私たちが暮す地域をより良くします。 

LCIF によって、私たちはそのインパクトを世界規模で拡大・強化することができます。 

LCIF はあなたの財団です。財団はすべてのライオンのために、あらゆる場所のライオンズの奉仕とイン

パクトを強化します LCIF の成功はライオン一人ひとり、すなわち 136 万人全員の成功です。 

４）ライオンズが LCIF を支援すべき理由は何ですか? 

ライオンズやレオにとって、最も重要なことは奉仕です。それが私たちが LCIF に参加する理由です。 

それこそ私たちが行うべきことです。 

私たちが支援することによって、LCIF は、私たちが関心を持つ問題に取り組むために必要な資源を提

供し、現実的かつ永続的な変化をもたらすことができます。 

５）なぜ私のクラブが参加する必要がありますか? 

それは、あなたがライオンだからです。LCIF を通じて、私たちは視力保護、青少年支援、災害援助、

糖尿病との闘い、子供のがんと闘う家族の支援、食糧支援、環境保護に取り組むライオンズの活

動を強化することができます。すなわち LCIF を通じて、あなたのクラブが世界を変える手助けをするこ

とができるのです。 

６）あなたの財団をご支援ください 

LCIF は、ライオンズの思いやりに満ちた奉仕に力を与え、助けが必要な世界中の地域社会を支援し、

インパクトを拡大します。 
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７）寄付者に対する 100%の約束 

寄付者は運営の効果・効率の向上に全力で取り組む慈善団体を信頼して投資して当然であり、

LCIF は誇りを持って寄付金の用途を開示します。信頼関係を築くことによって、寄付者と何百万人

もの奉仕受益者の双方に長期的な利益をもたらすと、私たちは確信しています。寄付者に対する約

束として、LCIF は寄付金の 100%を交付金と事業経費に使用します。 

８）解説 

ライオンズクラブ国際財団(LCIF)は 1968 年に国際協会によって設立された、米国の内国歳入法

典(IRC) 第 501 条(c)項(3)号に規定される財団である。寄贈された基金によって人類の福祉に貢献

することを目的としており、営利を目的とせずに組織され、またいかなる利益も、関係者に分配しない。 

財団は LCIF 理事会によって運営される。LCIF 理事会は、直前国際会長が理事長を務め、現会

長及び副会長、会則地域から各 1 名、アフリカ 1 名、会員数の多い国(1 番目、2 番目)、会員一

人あたりの寄付額の多い国 (1 番目~3 番目)、前・元 LCIF 理事長、アポンティ 2 名で構成される。 

LCIF を支援し寄付を行った会員に対して、その支援を正式に認証し謝意を表するため、各種のア

ワードプログラムが設けられている。特に、1、000ドルを寄付した人を讃えるためにメルビン・ジョーンズ・

フェロー(MJF) プログラムが、1973 年設けられた。1、000 ドルを超える寄付をした場合は、プログレ

ス・メルビン・ジョーンズ・フェロー(PMJF)・プログラムが加えられ、54 のレベルのアワードが用意されてい

る。世界全体の MJF 受賞者 は約 44 万人、PMJF 受賞者は約 89 万人との報告がある(LCIF ウェ

ブサイト)。 

LCIF は世界保健機関(WHO)をはじめ、多くの団体とパートナーシップを提携している。予防可能

な失明をなくすため、視力ファーストを世界に広げ、2001 年 LCIF はスペシャルオリンピックスと提携し、 

オープニング・アイズ・プログラムを通じて選手の視力スクリーニング検査を始めている。また、ラテン・アメ

リカとアフリカの河川失明症(オンコセルカ症)の予防のため、カーター・センターに資金を供与し、さらに

アフリカのトラコーマ撲滅に協力している。 

2017 年交付金プログラムが刷新され、「一般援助交付金」 は 「人道支援マッチング交付金」に

名称が変更された。また「国際援助交付金」は廃止され、「四大交付金」はより持続的な事業を重

視した「ライオンズクエスト」と「糖尿病」交付金という別のカテゴリーに代わった。さらに「レオ奉仕交付

金」と「地区/クラブシェアリング交付金・プログラム」が新たに導入された。新しい「地区/クラブシェアリ

ング・プログラム」における地区シェアリングモデルでは、地区が LCIF に拠出した寄付金の一部 (15%) 

が、 地区内で行われる LCIF 重点分野の事業 (地区やクラブレ ベル)に対する交付金となる。 

LCIF がもたらしたインパクトについて、財団創設以来、2 万件以上の交付金が提供され、世界中

のライオンズは交付金として 12 億ドル以上を受け取って、支援を必要とする人々のために奉仕してき

た。その実例として以下の実績を挙げる。 

*970 万件以上の白内障手術を実施して視力を回復 

*2000 万人以上の子どもたちにライオンズクエスト・プログラ ムを提供 
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*自然災害に襲われた地域社会を支援するために 1 億 4000 万ドルを提供  

* 糖尿病関連の交付金で 500 万人を超 える人々が受益 

*5000 万人以上の学童に対してサイ ト・フォー・キッズの眼科ケアを提供 

９）今後の LCIF の寄付拡大の目標 

*2022-23 年度 : 新しい戦略を開発 *2023-24 年度 : 年間 5250 万ドル達成 *2024-25 年度 

年間 5700 万ドル達成 *2025-26 年度 : 年間 6000 万ドル達成 

10）主な交付金プログラム 

交付金は、世界各地で活動するライオンズに力を与え、様々な地域の人々の暮らしを向上させます 

① 人道支援マッチング交付金 交付される金額は 10、000 ドルから 100、000 ドル 

・ライオンズが自ら所有または運営しているプロジェクトが優先される。 

・2 つ以上のライオンズクラブが参加していること。 

・プロジェクト規模がライオンズの資金力を超えており、LCIF からの支援を得る必要があること。 

・必要資金の 50%は地元で獲得しなければならない。 

・ライオンズの労力奉仕を伴っていなければならない。ただ資金を出すだけのプロジェクトは不可。 

・広い地域または大人数に対する奉仕であること。 

② LCIF 緊急援助交付金 交付される金額は 5,000 ドルから 15、000 ドルまで 

自然災害(ハリケーン、トルネード、地震、洪水、津波、山火事、モンスーン、台風、サイクロンなど)の

直後、緊急のニーズに対応するため地区が申請する。 

③ 糖尿病交付金 複合地区は 10,000 ドルから 250,000 ドル、地区は 10,000 ドルから

150,000 ドル。社会的脅威である糖尿病の影響力を抑制する。 

④ 大災害交付金(MCAT) 

・規模の大きな災害であること。 

・大災害のあとの中長期的な復興活動を支援。 

LCI 国際会長と LCIF 理事長により交付される (地区が申請することはできない)。 
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11）交付金事業実例 

1968 年の創設以来、LCIF は世界中でライオンズが主導する緊急援助や防災準備に 1 億 4、

000 万ドル以上を提供し、被災者に大きな希望を届けてきました。 

● 日本での大災害支援の例 

① 東日本大震災 2011'3.11 14:46 死者 15、893

名 行方不明 2、553 名計 18、446 名 

LCIF 交付金 US$ 21、497、553 

被災者への生活用必需品 医療機器・薬品 

高圧洗浄機 2、000 台 (100 万ドル) 

3 地区に復興屋台村等 120 万 

障害のある被災者向け支援基金 150 万 コインランドリー 

緊急無線装置 3、000 台  

タスキプロジェクト・赤十字 (献血)等共同援助 

② 西日本豪雨災害 2018 年 7 月 

死者６１人（関連死除く）、住宅全半壊計８１９５棟、床上・床下浸水計７０５８棟 

この甚大な被害への対応として、MCAT を合わせて総額 1 億 2000 万円を超える指定交付金を

336 複合地区（中国・四国）へ交付した。          

③ 台風 19 号 

2019 年 10 月、台風 19 号が長野県内を襲い甚大な被害をもたらした。千曲川流域の氾濫による

長野市内の浸水域は約 1541 秒、推定浸水深 約 43 に及び、水害による死者 は 1 人(災害関連

死 15 人)。被害総額は長野県全体で 2766 億 7 400 万円、長野市の被害額は 11 08 億 9000

万円、住宅被害は全壊 1038 世帯を含む 4329 世帯に上った。近年「常態化」している大規模自

然災害に対す備えとして、ソーラー発電による蓄電設備と、ドローンによる調査や物資運搬の機能を

兼ね備えた未来型災害支援ターミナル建設の復興事業案を LCIF に提出。総額 1 億円を超える

LCIF 交付金を受けた。 

【事業内容】 施設名: 長野市災害支援ターミナル(エピセンター・オブ・ライオンズ) 

設置場所: 長野運動公園総合運動場中央広場 設備: 未来型災害支援ターミナル 1 棟、ドローン

2 機 (調査用・運搬用各 1 機) 

総事業費: 120、510、090 円 

④ 能登半島地震災害 能登半島地震への援助 

2024 年 1 月 1 日、石川県の能登半島を震源とする地震が発生し、死者 228 人（災害関連死

を除く）、負傷者 1394 人を出す深刻な被害が発生（被害状況は 2025 年 1 月 28 日・内閣府

発表）。多くの人々が何カ月にもわたり避難所暮らしを余儀なくされました。LCIF はすぐに大災害

援助交付金 20 万ドルの支援を決定し、被災地では LCIF 能登半島地震救済委員会が立ち上が
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りました。委員会を通じて、衛生用品、使い捨てカイロ、段ボールベッド、水、土嚢（どのう）袋、歯

科衛生用品、おむつの配布等の緊急援助が行われました。LCIF への能登半島災害指定寄付は、

12 月末までの累計（OSEAL 調整事務局 とりまとめ）で、283 万ドル強となっている。これらの資

金は、指定寄付として LCIF でプールされ、 今後の能登復興支援 LCIF 交付金事業に使用される。  

 

● ウクライナ救援交付金の最新情報 

 LCIF は、越境したウクライナ難民を支援するライオンズに交付金を提供しています。また、国内に残

る人々の切実なニーズに対応するため、ウクライナのライオンズにも交付金を出しています。 

交付金は、生存のための緊急ニーズや中長期的な定住のための暫定的ニーズ、難民が新しいコミュ

ニティに溶け込む手助けをするサービスへの支援など、難民の幅広いニーズにライオンズが応えることを

可能にしています。こうした交付金には、電力を利用できなくなったウクライナの家族やコミュニティ機

関に暖房や調理に使えるストーブを提供する「ウクライナに冬がやってくる」事業（WICTU）も含まれ

ています。 

提供済みの交付金 – 2025 年 3 月現在、107 件の LCIF 交付金（総額 US$8,815,356）が提

供されました。 

 

12）2023ー2024 年度日本の実績 
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ライオンズクラブ国際財団（LCIF） 

13）あなたの 100 ドル寄付でできること  

 

 

14）LCIF のインパクト～世界で人々の生活を変える感動のストーリー～ 

https://lionsclubs.app.box.com/s/3gkrjnf0ksgp7bs8igba5gd1kb7akj0c 

https://lionsclubs.app.box.com/s/3gkrjnf0ksgp7bs8igba5gd1kb7akj0c
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ライオンズクラブ国際財団（LCIF） 

15）地区及びクラブシェアリング交付金（DCG）プログラム 

DCG プログラムは、LCIF に寄付した資金の一部が、その寄付をしたクラブや地区に利用可能にな

るというプログラムです。利用資格のあるクラブや地区は、その要件を満たした年度の寄付総額（災

害支援寄付を除く）の 15%に相当する交付金を申請することができます。 

クラブは、1 会計年度内に LCIF に 5、000 ドル以上を寄付することにより要件を満たします。クラブ

が受給できる資金は、クラブの会員またはクラブ自体からの寄付の 15%です。地区は、1 会計年度

内に LCIF に 10、000 ドル以上を寄付した場合に要件を満たします。地区が受給できる資金は、地

区自体からの寄付と 5、000 ドルの最低額を満たさなかった地区内クラブからの寄付を加算した額の

15%と、受給資格のあるクラブから地区に資金が譲渡された場合にはその資金です 

利用可能な金額はその翌年度に繰り越されます。ある会計年度に利用可能となった額は、その

会計年度が終了してから最大 15 年間、申請して入手することができます。15 年が経過すると、期

限切れとなります。 

 

● 2024―2025 年度 334 複合地区内地区及びクラブシェアリング交付金事業一覧 

（今年度の申請について各地区キャビネット報告または LCIF からの書簡より）2025 年 5 月 7 日現在 

 

 

 

☆ まず１００ドル寄付してみませんか。詳しくはクラブ LCIF コーディネーターへ声をかけてく

ださい。 

☆ LCIF に関する詳細は地区などで行われる LCIF セミナーを受講しましょう。
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12. アクティビティ 

１）奉仕こそ我々の使命 

「ライオンズクラブのモットーは、ウィ・サーブ (われわれは奉仕する)である。奉仕こそ我々の生命であり、

使命である」(「ライオンズ必携」前文より) 

奉仕すること、つまりは奉仕活動がアクティビティであるから、我々ライオンズクラブ会員はアクティビ

ティを行うことにより、その会員としての存在を認知される。まさにアクティビティはライオンズクラブの存

在そのものの根幹を成すことになる。ライオンズがアクティビティを行う時、その対象はどこにあるのか。 

我々は奉仕する、その事はだれに、あるいは何に向けて行われるのか。社会奉仕に精進すると誓

っているのだから、奉仕の対象が社会であるのは当然として奉仕の光はどこを照らすべきか。 

2003 年度のテーサップ・リー国際会長は、デンバー国際大会における就任演説においても、またそ

の後折々のスピーチに際しても、「for those who are less fortunate」という言葉を頻繁に使われた。 

「より恵みの少ない人々のために」と訳されるとすれば、ライオンズの活動は、幾分でも恵み多き

人々が、少ない人々へ向けた奉仕活動ということになる。また、我々メンバーが社会奉仕について議

論するとき、奉仕の根源は愛であるという言葉がよく聞こえてくる。そもそも愛の施しは神の御霊によ

るものであり、神聖なものである。その勤めのほんの一部だけでも、我々ライオンズが奉仕活動として

実践するということなのだろうか。恐れ多くもあり、決して生易しいものでもありえない。アクティビティは

神聖なものであり、アクティビティはやはり、我々の生命であり、使命なのである。 

ライオンズが実施するアクティビティの種類と範囲は多岐広範にわたる。クラブがアクティビテイを行

う際、通常、その対象地域はクラブの存在する地域、あるいはあらかじめ設定された奉仕活動範囲

ということになる。その地域の中で、ライオンズらしい事仕対象を探し、会員の英知を集めて企画が開

始されることになる。一般的なクラブアクティビティは、各単位クラブ会員が互いに知識や情報を収集

分析し、地域の要求する奉仕活動を展開することになる。さて、ここで時として議論される問題に奉

仕地域が挙げられる。元来、単位クラブは奉仕活動の担当地域を持つことにより、その地域の担当

として活動することが基本である。歴史的にクラブ・エクステンションも、活動拠点を増やし活動エリア

を広げるという趣旨で行われてきた。しかし現在に至っては、少なくとも日本においては、同一市内に

複数のクラブが存在するケースも増え、線引きにより奉仕地域を明確に分けることは現実的にはたい

へん難しくなってきている。このこともあり、また社会のニーズの変化にも伴い、合同アクティビティが話

題に上るようになって久しい。ゾーンやリジョン単位で複数クラブが共同で、それらクラブ群の共通する

地域においてアクティビティが実施される。そして、規模が大きく内容も充実したアクティビティが可能と

なれば、そのこと自体を否定する要因は見当たらない。ライオンズの絆によって結ばれた同志が、共に

共感し情熱を傾けたアクティビティには、実り多き充実感を地域の多くの人々と共に分かち合える可

能性がある。この延長線上には、更に広い地域において、より多くのクラブを巻き込んだアクティビティ

の存在もありえるわけで、地区や複合地区レベルでの合同事業も当然に話題となる。ただ、より広い

地域における活動は、より多くの会員の参画を得ることを意味し、つまりは多様性に富む感覚の相
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互調整において困難を伴う可能性が大きい。この困難な調整作業を回避し、人数×定額の単純な

計算で多額の予算を想定し、やみくもにアクティビティを設定するような愚を犯すことは、厳に慎むべ

きである。 

余談ではあるが、最近のクラブ・エクステンションによる拠点増加は、地域の拡大よりむしろアクティ

ビティの種類の多様化につながり、従来とは視点の違う新しい活動が展開され始めている。ライオン

ズが進む道の幅を広げるメリットが大きくなりつつある。 

２）地域社会の解釈 

奉仕地域が話題となる時に、頻繁に議論となる問題に、いわゆるグローバルアクティビティの是非

がある。国際協会の単位会員としてのクラブの位置付けは理解し、国際的な奉仕活動の展開に疑

問の余地はないとして、さて単位クラブのアクティビティはその属する地域社会のためにあるとの原則に

よれば、国際的アクティビティの進行はどうとらえるべきか。 

極端な例としては LCIF に対する稚拙な批判がある。地域社会にて奉仕すべき単位クラブが、な

ぜ財団に寄付しなければならないのか。頭では分かっていても、議論が議論を呼び、しまいには日本

ライオンズは多額の寄付をしているが交付額は少ない、アメリカはなんだ、交付額が日本より大きい、 

けしからん、という不毛な論争となる。 

そもそも、経済にせよ環境問題にせよ、地球規模で検討されるようになった時代に、奉仕活動が

地元と称される狭い地域のみに限定されるはずがなく、ライオンズという国際組織の会員として、世

界の人々の平和を願いつつ単位クラブは日々精進している。それゆえ、我々は国際協会の一員たる

ことに誇りを持っているはずであり、持つべきである。 

ライオンズクラブ国際協会の「使命声明文」には、ライオンズクラブを通じて国際理解を深める、とあ

る。グローバル・アクティビティは当然に我々が取り組むべき課題であり、その可否を大上段に議論す

べきことではない。クラブ会員の総意をまとめ、国際協会の構成単位であるクラブが、国際的に正し

いと認識される道を堂々と進むよう調整することは、クラブ・リーダーの責務でもある。 

３）ライオンズの伝統的アクティビティ 

ライオンズのアクティビティには、100 年の歴史の中で、視力関係を始め伝統的分野となっているも

のも多い。日本においても、献血・ 献眼や YE など 1960 年代に多く開始された数々のアクティビテイ

を中心に、今日も全国各地のクラブにより広く実施されている活動がある。ライオンズここにあり、その

意気軒昂たるを示す意味においても、誇るべき伝統として大切にしていきたい。 

４）新しいアクティビティの萌芽 

日本ライオンズの歴史も 70 年を超え、50 年、60 年という実績を持つクラブも増えた。 個々のクラ

ブの長い歴史の中で、それぞれに伝統とするアクティビティも生まれ、代々継承されている例も多い。 

もちろん、時代の移り変わりの中で内容が修正されたり、環境の変化により中断されることもあろ

う。その時その時のクラブ会員と総意により実施されていることを前提に、大事にしてもらいたい。 



 

 

48 

 

アクティビティ 

 

ライオンズの行うアクティビティの範囲は広い。伝統的アクティビティが継続されると同時に、新しい

理念に基づくアクティビティも生まれている。既存のクラブが発想の転換を図る事例も中にはあるが、

多くの新しいタイプのアクティビティは、新しく誕生したクラブによって導入される。前述の通り、クラブ・

エクステンションは活動拠点を増やすと共に奉仕の範囲を広げる。新しいクラブによる新しい発想のア

クティビティが生まれるゆえんである。 

今、女性会員増強の重要性が国際的に取り上げられている。日本においても多くの準地区にて、

女性会員比率がわずかではあるが明確な増加傾向を示し、その後の会員増強の重要な位置を占

めるに至っている。そうした中で女性会員の発想による女性らしいアクティビティが進展していることに

も期待したい。 従来の男性主体のクラブでは気付きにくかったアクティビティも多く、今後もますます貴

重な活動として認識されるであろう。 

一方、新クラブには年齢的に若い層を中心として結成されたクラブもあり、これらのクラブでは若手

らしい奉仕活動が発掘されている。女性らしい視点や若者らしい発想などが更に浸透することにより、

アクティビティの分野、つまりは我々の活動範囲が拡大し、組織としてのライオンズの活性化につなが

るとすれば誠に頼もしいことである。 

５）アクティビティの実践 

一般的なアクティビティはやはり、クラブの存在する地域性を考慮して、地域の心の渇きを癒す企

画立案が肝要であろう。 

立案と準備については、担当委員会の企画に任されることもあれば、会長のリーダーシップによるも

のもある。アクティビティの規模が大きい場合には、実行委員会を立ち上げることもある。また、地域

の関係者が準備段階から加わることにより、効果が高まることも考慮されるべきである。当然、理事

会の承認を経て例会での説明、そして全会員の同意を得る手続きは重要である。すべての会員が、

当該アクティビティの内容とその意義を理解していることが 成功へつながる前提である。 

アクティビティの実施当日はもちろん、最終準備の段階からは全会員が携わるように配慮すべ きで

あり、地域の方々、関連ボランティア団体や行政の関係部署等に広く案内をして、事業目的を訴え、

かつ PR するように努める。また、報道各社に取材を行い、事業目的と併せライオンズ クラブの奉仕

活動を知らしめることも大切である。 

アクティビティが組織的に行われる場合には、指示連絡系統の整理やおのおのの責任範囲の確

認にも気を付けたい。ライオンズは明確な上下関係により動く組織ではないため、会員がそれぞれに 

最終責任者のつもりで行動すると収拾がつかなくなる。一般の方々の質問などに適切に返答し、洗

練された対処・対応が出来るよう互いの役割を確認しておくべきである。 

忘れてならないものに記録がある。写真撮影はもちろん、各種資料と併せて当日の様子を文書と

して記録すべく、事前に複数の担当者を配置すべきである。これら各種記録は、反省会などの席で

提示し、出来れば全会員がアクティビティの効果を再確認し、皆で力を合わせて奉仕活動を行った

充実感を共有したい。 
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さて、すべてが順調に進めばなによりではあるが、特に新規のアクティビティ立案の際など、全段階

から実践に至る道のりが平坦でないこともある。クラブ執行部と一般会員の間に宿る意識の違いや、

会員同志の意見の食い違いは往々にして起きる。寛容の精神をもって事に当たれと言えばそれまで

だが、そう簡単にいかないのが現実でもあろう。 

会長の誠実なリーダーシップと役員諸氏の実直な協力に負うところ大となり場合によっては、いわ

ゆる、物言わぬ常識派の助力も必要となるかもしれない。声高な発言だけに流されることなく、真摯

な姿勢で説明と説得に努めてこその、レディーズ&ジェントルメンズクラブであり、皆が納得して行動し

た結果がウィサーブにつながるのである。 

６）資金獲得事業 

アクティビティを行うには、当然に予算の策定が必要であり、事後の決算も必要である。  

そもそも、アクティビティの立案段階において、予算額に見合う資金の捻出方法が検討されるべきで

あることは言うまでもない。 

本来ライオンズでは、手元資金を元に何かアクティビティを探すということではなく、予定されたアク

ティビティに必要な資金を得るためにどのような資金獲得事業を行うか、が先となる。獲得という言葉

に違和感を覚える向きがあるかもしれないが、ファンドレイジング・アクテイビティ「Fund= 資金基金」

「Raising 集める」「Activity=アクティビティ」であり、 我々を含めた社会一般から得た資金を元に、サ

ービス・アクティビティを行うという図式になる。 

日本における習慣や実状に照らし合わせると、実際には難しい面もあり、事業資金の捻出には各

クラブとも頭を悩ませているわけであるが、チャリティーゴルフやチャリティー・ディナーなどを企画する際に

は、それらが実は上記のファンドレイジング・アクティビティであることを正確に認識してほしい。 

７）役職を受けるのもアクティビティ 

マネージング (運営) アクティビティについて。奉仕団体であるライオンズでは、組織の運営に寄与す

ることもアクティビティととらえられる。つまりは、役職を引き受け、全うすることも立派なアクティビティで

ある。クラブ会長や三役、ゾーンチェアパーソンやリジョンチェアパーソンの職を担うことはアクティビティな

のである。これらの役職が単なる名誉職や功労職ではなく、奉仕活動の一環であることに誇りと自

信を持ってその職に当たって頂きたい。 

本稿をお読みのクラブ会員各位が、今後積極的に役職に就き、誇りと自信をもってライオンズ精

神の高揚に努められることを願う。 

８）代表的アクティビティ 

①  献眼活動 

人々の視力を守る活動はライオンズクラブ国際協会が草創期から重要な使命としてきたもので、世

界中のクラブがさまざまな事業を実施している。日本で特に長きにわたり、多くのクラブが取り組んで

きた活動の一つが、献眼推進事業。58 年、「角膜移植に関する法律」が公布され、日本における

献眼及び移植手術が正式にスタートしたが、日本のライオンズはその初期段階から普及に尽力し、
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半世紀以上にわたって献眼の啓発・推進に力を注ぎ大きな役割を担ってきた。厚生労働省によると、

移植手術を待っている人が 2020 年３月末現在で、いまだ 1591 人もいる。見える喜びを全ての人

に届けるため、ライオンズの献眼事業の歴史は続いていく。遺族へのケアとして厚生労働大臣から角

膜提供者に贈られる感謝状や花を届け、故人の最後の善行を称えたり、献眼慰霊碑を建立し、毎

年慰霊祭を行っているクラブも少なくない。 

②  YCE（ユースキャンプ及び交換）について（Youth Camps & Exchange） 

1.起源 ライオンズクラブ国際協会の YCE プログラムは、派遣と受入、並びに国際ユースキャンプに

大別される。 

2. 目的 YCE 事業は「世界の人々の間に相互理解の精神をつちかい発展させる」というライオニズ

ムの第一目的を推進するための一つの手段である。このプログラムは次のことを目的にしている。 

(1) 他国の人と接する機会を青少年に与える。 

(2)異なる文化的背景を持つ家庭や地域社会の生活を経験させる。 

(3) ライオニズムを通して、 国際理解と親善を促進する。 

3. 交換方法とユースキャンプ 

(1) 交換方法：単一クラブまたはゾーン、リジョン、地区で推薦され、承認を受けた派遣生は、地

区 YCE 委員長より複合地区 YCE 委員長に希望国を申請し、派遣割り当て人数に応じて派遣先

の国が決定される。 

(2) ライオンズ国際ユースキャンプ：日本においては、8 つの複合地区の内、5 つの複合地区で一

週間以上のキャンプを実施している。 

4. 派遣応募者の資格 

(1) 年齢：「青少年交換プログラム」によると、出発日現在満 15~21 才になっているが、日本で

は 16 才以上を基準にしている。また、ホストの側でこの年令以外を指定する国 (地区) がある。 

(2) 語学力：ホスト国の言語について基礎的知識を備えていることが望ましい。少なくとも訪問国

での日常生活に困らない程度の「英会話」能力を持っていることが必要である。国際ユースキャンプの

参加者は、英会話の堪能な者に限られている。 

(3) 健康：長期間の外国旅行に耐え得る体力を有していること。特別の事情(例えば食べ物・薬

に対するアレルギー、常用の薬、宗教上の理由による食べ物の制限など)がある場合は、ホスト側に

はっきりと状況を事前に連絡して承諾を求める必要がある。 

(4) 応募者の範囲：ホストの国または地区が制限しない限り、クラブ会員の子弟やノンライオンに

かかわらず派遣できる。 

(5) 親善大使としての使命:：派遣生は、日本を代表した親善大使である。YCE 事業の目的をよ

く理解し、使命の達成に強い意欲を持って、YCE のルールを遵守できること。加えて、自主性・協調

性・順応性・社交性の他、明朗さ、礼儀正しさ、強い忍耐力、目的意識を持ったチャレンジ精神が

必要である。 
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5. 派遣生の実務 派遣期間等:派遣期間は国 (地区) 及び夏期・冬期等の時期によっても異なる

が、 概ね 3 週間から 4 週間程度である。その期間、1 家庭ないし 3 家庭に分けて引受けられる。派

遣期間・フライトスケジュール・ホスト家庭等の詳細はホスト国(地区)と協議して決められる。ホスト家

庭決定後は直ちにその家庭と文通し、交流を図るように努めねばならない。 

6. 交換生の受け入れ 

(1)青少年交換生を受け入れるのはホスト・ライオンズクラブのアクティビティであり、責任でもある。

こうした責任には、交換生の送迎、滞在中の世話、もてなしなどが含まれる。 

(2) ホストファミリーの家庭では、交換生を家族の一員として扱う。交換生自身の家庭の雰囲気と

は全く違っているであろうが、ホストファミリーは普段と変わらない生活を保つべきである。外国の習慣

や生活様式を学ぶことが、交換の目的なのである。 

③  薬物乱用防止について 

ライオンズクラブ国際協会は 1980 年代から “Drug Awareness” (当時は「薬害教育」と翻訳さ

れ、 その後「薬物乱用防止教育」)を取り上げ、長年にわたり青少年健全育成に力を尽くしている。  

薬物乱用防止教育はレオクラブ・プログラムに取り入れられ、またライオンズクエスト・プログラムの中

に含めるなど、青少年プログラムの中での比重は増している。 

日本においては、公益財団法人麻薬・覚せい剤乱用防止センターと協力して、「ダメ。ゼッタイ。」

普及運動や国連支援募金活動が行われている。1997 年 330-A 地区が中心となって始めた「薬物

乱用防止教育講師認定制度」は瞬く間に各地区に広がりを見せた。各地区が認定講師養成講

座を開き、ライオンズ会員が認定講師のライセンス(有効期間 3 年)を取得する。認定講師は小中学

校と協力して薬物乱用防止教室を開き、地元の子供たちに薬物乱用の怖さ、誘惑から逃れる方

法など身近な目線で語りかける。この「薬物乱用防止教育認定講師養成講座」に対しては、四府

省庁 (内閣府、文部科学省、厚生労働省、警察庁) の後援名義の使用許可を得ている。 

その後、大学生を対象として「大学生薬物乱用防止教育認定講師」講座が実施され、薬物乱

用防止教室の講師を担当すれば大学の単位が与えられるなど、ライオンズクラブや地区、薬物乱用

防止センター、地元の大学が提携した仕組みも出来上がっている。大学生講師の寸劇や語り口に、

子供たちも目を輝かせて見入っているとの話を聞く。 

④  ライオンズクエスト（LIONS QUEST）・プログラムについて 

このプログラムは、就学前 (幼稚園/保育所) の子どもたちから、中・高校生の若者までこの包括的

な教育プログラムである。保護者、先生、地域のメンバーの合意と協力のもと、子どもや若者が、健

康で、持てる力を生かし、実りある人生を自ら築くためのスキルを、安全で安心できる環境のもと、系

統的に学ぶ機会を提供する。プログラムの主な目標は以下のとおり。 

◎ 子どもたち、家族、学校、地域のメンバーが力をあわせ、思いやりのある人間関係、高い期待、 

安全で安心できる学習環境を作りだす。 

◎ 子どもたちが、健康的で実りの多い人生を築くための、ライフスキルを学習する機会を提供する。 
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◎ 1 人ひとりの違いを尊重し、他者への敬意を育てる。 

◎ 安全で健康的なライフスタイルを確立し、たばこ、アルコール、他の薬物に関わらない人生の基

礎を築く。他者への協力と奉仕活動を通して、学校や地域に貢献するための機会を提供する。 

◎ 子どもたち、家族、 良い仲間、学校、地域のつながりを強化する。 

このプログラムには、子ども・青少年の発達段階に応じてライフスキルを系統的に学べる 3 種類のカ

リキュラム、1 “Skills for Growing” (就学前から小学校高学年向け)、2 “Skills for Adolescence" 

(小学校高学年から中学生向 け)、3 “Skills for Action” (高校生向け)、 が用意されている。 

ライオンズクラブ国際協会は 1984 年、“Skills for Adolescence” をクエスト・インターナショナルと

共同で開発した。2002 年にライオンズクラブ国際財団 (LCIF) がライオンズクエスト・プログラムの権利

を買い取り、現在 LCIF にライオンズクエスト課が設置され担当している。今では 100 カ国に近い国々

で、約 1、600 万人の青少年がこのプログラムの恩恵を受けている。 

日本が最初にライオンズクエストを取り入れたのは 1999 年のことで、330 複合地区に対して LCIF

から交付金が出され、“Skills for Adolescence” の日本語版の導入が開始された。 

現在、ライオンズクエストは全国に拡大している。日本国内の多くの地区で LCIF の交付金による

普及活動を実施しており、LCIF より認定を受けたライオンズクエスト認定講師による学校教員・青少

年指導者向けのワークショップ(研修会) が全国各地で開催されている。カリキュラムは、最初に導入

された「思春期版」に続き、2013 年 7 月には「小学生版」(小学校低学年から高学年向け)、2017

年 7 月には「幼稚園/保育所(園) 版」(就学前児童向け)が導入されている。 また 2019 年 7 月から

は、 カリキュラムの教材資料は電子版として提供されている。 
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13. 世界のライオンズ・日本のライオンズ 

１）会則地域(CA)の情勢 (2024 年 12 月 31 日現在・国際協会統計)   国または領域 200 以上 

         クラブ数 48,698 会員数 1,339,037 

●地域別クラブ数比 

 

●地域別会員数比 

 

 

２）主要国の情勢（クラブ数と会員数）  
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３）東洋・東南アジア地域の情勢（国際協会統計）（2024.12.31 現在）               

 

 

４）国際大会、東洋・東南アジアフォーラムおよび複合地区年次大会開催地 

(過去 10 年間） 

 

 

５）日本の情勢（国際協会統計より）各複合地区の現勢 (2024.12.31) 
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 ６）日本ライオンズクラブ分布図 
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７）334 複合地区の情勢 

① A 地区の情勢 
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334 複合地区の情勢 

 

② B 地区の情勢 
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③ C 地区の情勢 
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④ D 地区の情勢 
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⑤ E 地区の情勢 
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14. 独創性とイノベーション 

変わり続ける世界で効果的に奉仕するには独創性とイノベーションが必要である。 

独創とは何か？「平凡なものを見て、そこに非凡なものを見つけ出す能力」、独創には新たなアイデ

アを思い描く創意と構想力が必要である。イノベーションはアイデアを行動へと変えるが、アイデアが生

まれなければイノベーションが起こることはない。 

ライオンズがクラブや地区のために率先してアイデアを出し合わなければ、アイデアが現実になること

はない。独創的思考とは「枠にとらわれない発想」を意味する。 

クラブや地区のために新鮮な、従来とは異なった考え方を生み出すことが重要である。 

一つの方法に満足して慣例、規範、習慣に縛られないやり方を見つける努力を怠らない。 

私たちが１つのアプローチしか使っていないなら、それは自らの限界を設けて他の選択肢を探そうとし

ていないということになる。 

独創的思考には、問題を異なった視点から分析することが伴う、それは新しい視点から問題を解

決し、状況をみるという行為である。 

イノベーションとは独創的なアイデアを取り入れそれを有益な事業、手順へと転換させるプロセスで

ある。例えばメルビンジョーンズが、単なるビジネスマンの社交クラブから奉仕中心の組織を創るという

創意に富んだアイデアを役立て（独創性）ライオンズクラブ国際協会を設立したというようなことであ

る。（イノベーション） 

イノベーションを妨げる障害となるのは他者の批判と、現行の手順です。 

詳しい背景や情報を説明すれば他者が新しい体験を理解する助けとなり、行動がもたらすメリットを

理解すれば革新的な考え方を受け入れられるようになる。 

いつものやり方だからを捨てて、「何か新しいことをやってみよう」というアプローチを取り入れればクラ

ブには多くの扉と機会が開かれる。 

環境が整わないと個々の会員は現状を受け入れるしかなく、独創的思考と新しいアイデアが妨げ

られてしまう。批判と向き合い克服すれば、手順は変わる。 

批判に対し、分析する、話し合う、メリットを伝える、納得させる、協力を求める。 

「行動計画とは戦略を成功させるために踏まなければならない一連の手順、またはこなさなければな

らない作業である。」 

行動計画を持たなければ独創性とイノベーションは夢のままになる。 

「行動を伴わないビジョンは夢にすぎず、ビジョンを伴わない行動は、時間の無駄である。ビジョンに行

動が伴うとき世界を変えることができる。」（ネルソン・マンデラ） 
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15．あなたのクラブ情報 

１） クラブ名：［                 ］ 

２） クラブ役員 

o 会長：[           ] 

o 前会長：[          ] 

o 第 1 副会長：[          ]第 2 副会長：[            ]   

o 幹事：[           ] 

o 会計：[           ] 

o 会員委員長：[        ] 

o マーケティング委員長：[            ] 

o 奉仕委員長：[        ] 

o ライオン·テーマ：[          ] 

o テールツイスター ：[          ] 

３） 伝統 

[クラブの伝統的行事などを列挙し、それらを実施している理由を説明してください。] 

 

 

４） 奉仕とファンドレイジング活動 

[クラブが実施している奉仕事業を列挙してください。] 

o [                              ] 

o [                              ]          

o [                              ]      

o [                              ] 

５） 例会 

o 開催日：[ 第  曜日][ 第  曜日]   

o 時 間：[            ] 

６） 会費 

o 金額： 

o 納入日： 

７） コミュニケーション方法 

o [ニュースレター、E メール、フェイスブック、ウェブサイトなどクラブのコミュニケーション方法を列

挙してください。] 
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16. あなたのライオンズクラブタイムライン 

 
 

正式な日程をクラブで確認後入れましょう 

■ガバナー公式訪問例会 ■ゾーンチェアパーソン訪問例会 ■ガバナー諮問会議（役員のみ） 

■地区年次大会 ■複合地区年次大会 ■OSEAL（東洋東南アジアフォーラム） 

■国際大会 ■会員増強大会 ■会員セミナー ■例会 ■会費納入日 など



◎表紙のイラスト：ファブリシオ・オリベイラ 2024-25 国際会長バッジイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2025 年 3 月  

2024-2025 年度  334 複合地区ガバナー協議会構成員/E 地区ガバナー      浜          一      平  

    〃    会員増強委員会委員長  

          /複合地区GMTコーディネーター/E地区元ガバナー       中 村   通 

     〃    会員増強委員会副委員長 

          /B地区GMTコーディネーター/元地区ガバナー        山 本 基 博 

     〃    会員増強委員/A 地区 GMT コーディネーター          中 野 正 也 

     〃    会員増強委員/B 地区                                                                      吉 川 厚 志 

〃    会員増強委員                 

          /C地区GMTコーディネーター/元地区ガバナー         坂 倉 三 吉 

     〃    会員増強委員/D 地区 GMT コーディネーター          石 山   巖 

〃    会員増強委員/E  地区 GMTコーディネーター           宮 下 忠 美 
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     名古屋市中村区名古屋駅 2-43-12 東山ビル 6階 

                 電話 （052）581－0777 
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